
 

Instructions for use

Title 西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

Author(s) 淺見, 公子

Citation 北海道大學 法學會論集, 8(3-4), 80-107

Issue Date 1958-03

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/27767

Type bulletin (article)

Note 資料

File Information 8(3_4)_P80-107.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


~ 

i!D( 

i組民 事

間 L ャ トピ 4宮崎容母1{回収穫

~幽謡!2 c¥s， v 

さ! ，.:) 為抽

1 '謀格

11' ま~ ~単灘

11γ 需要領報E事

くE面軍司略報陸軍QI!!長官軍

立 面軍司長G峰~..IJ肱恩

$ 軍軍司馬Qホ偏

ヨgJ'iIi! .国暖

ゐいも

>J Q Jt~!:!iiñ~ ，.:).l-!判事蜘・纏-þ{ Q笹田g~+司記事~'!:-時。

Alebrand， AcP 152， 373=:国neE;nquete zur Reform des 

ehe1ichen Guterrechts. 

Arnold， Fam RZ 55， 225=Wird die Familienrechtsreform 

』一、.

鎚 E実 <4 tt弓

gelingen? 

Beitzke， Fam RZ 54， 156，=Zur Neuordnung des ehelichen 

Guterrechts. 

Boehmer， Einfuhrung in das Burgerliche Recht治国.

Bosch， Fam RZ 54， 149=Zur Neuordnung des ehelichen 

Guterre巴hts.

Bωch， Fam RZ 57， 189=Bemerkungen zom ，.GlbG". 

Braga， Fam RZ 57， 314=Das ..eheguter問 ehtlicheErb-

recht" des uberlebenden Ehegatten. 

Dolle， Rabels Z 53， 608=Rechtsvergleichende Bemer-

kungen zum Problem des kunftigen g，倒etzliehen

Guterstandes in Deutschland. 

Dolle， Fam RZ 54， 205=Bemerkungen zuin kunftigen 

gesetzlichen Guterstand. 

Ferid， Fam RZ 57. 70=Zwei Gesichtsptlnkte z.llr "erb-

c 
句



l
l
同
町

l
l

tion contemporaines. 1957. 

Seheftler， 38 Juristentag=Die Gleichberechtigung der 

Frau， V邑rhandlungendes 38 Deutschen Juristen-

tages Teil B. 

S巴hでeiber， Fam RZ 54， 125=Selbs色bestimmung im 

Familienreeht， insbesondere im Eheguterreeht. 

Ulmer， 38 Juristentag=Die Gleichberechtigung der 

Frau. Verhandlungen des 38 Deutschen J uristen-

tages Teil B. 

Wahl， Fam RZ 56， 133=}<lrhohung des Ehegatt組 -Erb-

rechts um ein Viertel als Zugewinn-Ausgleieh bei 

Auflosung der Ehe durch den Tod. 

W oopen， Fam RZ 54， 99=Die Gleichberechtigung von 

Mann und Frau im franzosischen Zivilrecht. 

Beck's巴.he Textausgaben. Gleichberechtigungsgesetz 

1957. 

E牧.i;返事E・平111需i?1く恥・.tJg]請。 1司1:'=2牧草型・阪国!l.."， れ

とよ兵士三時l!IR i司区鍵緩Q夜制~やニド。

4量4モ・泌が書草橋・|品約 i恥・ 11司P一緒終選告会・ il!lR祁E饗」

G)g[!l.."， "宰開設 i 1l<!\!球回赴1 艇と~~:!:-時務専属製」舟

型車時緩和記やニドー。

~口一区口ntR・鰍 G ì;延3:th望組(!;::l三僚制l!I'れ 1\"\ 入代医鎚

1¥司0母:Lil韮.t:;$)
礎・泌事ト纏綿・同夜綱同司I:'-!l.."， "署毒巡司王Q禅問。

、，

reehtliehen Losung" des-Zugewinnausgleic凶 bei

Aus佃ungder Et施、durchden Tod eines Eheg批 ten.

Finke，. MDR 57， 449=Erlauterungen ium Gleichberechti-

gungsgesetz. 

Friedmann=Matrimonial Property Law. 1955. 

Frohmer • Stackelberg • Eser=Familie und Ehe. 1956. 

Greven， Fam RZ 54， 93=Die Frau und das eheliche 

Guterreeht. 

Kleinheyer， Fam RZ 57， 283=Die Verweigerung des Zu-

gewinn-Ausgleichs wegen grober Unbilligkeit (~1381 

BGB nF). 

Krauss， Fam RZ 54， 89=Verteidigung der Gutergemein-

schi1ft. 

Masfeller， D栂 NeueFamili岨 recht=DieGleichbere-

chtigung von Mann und Frau. Gesetzentwurf. 

Merzbacher， AcP 156， l=Die Zugewinngemeinschaft-

Eine wiederentdeckte Institution des ehelichen Gu-

terrechts. 

Muller-Freienfels， JZ 57， 685=Kernfragen des Gleich-

bereehtigung冒gel硲tz.

Neumayer， RabeIs Z 53， 376=Die芋ombinationvon Ver-

mogenstrennung und Vermogensteilhabe im ehe-

lichen Guterrecht. 

Rouast， Le r樗imematrimoniaI legal dans Ies legisla咽

f 

一、

νや
記
事
悩
盆
褒
w
m
M恨
鎚
海
時
会
得
u
-
h
'
T
L

国



料

中
川
・
註
解

1
中
川
善
之
助
監
修
・
註
解
親
族
法
。

福
地
・
親
族
法
・
補
遺

l
福
地
陽
子
・
現
代
外
国
法
典
叢
書
・
独
逸
民

法
・
親
族
法
・
補
透
。

宮
崎
・
新
婚
姻
法

l
宮
崎
孝
治
郎
・
新
婚
姻
法
。

山
田
・
概
論

1
山
田
歳
・
ド
イ
ツ
法
概
論
。

比
較
婚
姻
法
第
ご
部

l
台
北
比
較
法
学
会
編
・
比
較
婚
姻
法
第
ご
部
。

註
釈
親
族
法
は

l
註
釈
民
法
全
書
・
註
釈
親
族
法
上
。

資

は

が

し

き

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
な
が
い
閣
の
懸
案
勺
あ
っ
た
親
族
法
を
中
心
と
す

る
民
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
「
民
法
の
領
域
に
お
け
る
男
女
問
権
に
関
す
る

法
律
」

l
l
「
同
様
法
」
と
い
う
法
律
と
し
て
、

一
九
五
七
年
・
六
月
十
八

日
に
成
立
し
た
。

こ
の
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
夫
婦
の
法
定
財
産
制
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
を
と

こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
剰
余
共
同
制

(NamO44E回目

宮
B
O
E
B
Vえ
δ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
を
特
に
取
上
げ
た
の
は
、
第
一
に
、
そ
れ
が
問
権
法
の
最
初
の

大
部
分
を
占
め
る
民
法
改
正
の
う
ち
で
も
と
り
わ
け
主
要
な
部
分
を
な
げ
山
、

「
同
権
法
の
う
ち
で
法
律
的
に
も
っ
と
も
興
味
あ
る
部
分
」
と
さ
れ
て
い
る

と
い
う
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
い
き
さ
つ
に
よ
る
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

し
か
し
第
三
に
、
今
の
わ
た
〈
し
た
ち
の
関
心
に
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら

で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
た
ら
し
い
家
族
法
を
貫
く
根
本
原
理
で
あ
る
男

女
同
権
の
確
立
は
、
す
ぐ
れ
て
財
産
的
な
内
容
を
も
っ
た
規
定
の
仇
き
に
負

う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
西
ド
イ
ツ
の
同
じ
分
野

で
の
法
規
制
を
知
る
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
同
様
法
の
う
ち
の
夫
婦
の
法
定
財
産
制
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
こ
の
聞
い

に
対
す
る
西
ド
イ
ツ
と
し
て
の
端
的
な
解
答
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
法
定
財
産
制
で
は
応
る
が
、
日
本
の
法
に
い
わ
ゆ
る

夫
婦
の
法
定
財
産
制
と
離
婚
の
際
の
財
産
分
与
の
請
求
と
を
結
び
つ
け
た
制

度
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
従
来
の
生
存
配
偶
者
の
相
続
分
を
変
更
す
る
と
い
う

規
定
を
も
含
む
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

川

ζ

の
制
度
を
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
宮
崎
、
山
田
両
教
授
の
訳
語
に

よ
る
。
比
較
婚
姻
法
第
二
部
一
一
八
頁
。
ド
イ
ツ
婿
姻
法
九
四
頁
。
(
前

掲
書
所
収
)
。
と
れ
に
対
し
、
最
近
「
附
加
利
得
共
同
制
L

と
訳
し
て

紹
介
し
て
居
ら
れ
る
の
は
椿
・
法
学
論
叢
五
九
巻
五
号
・
一
六
五
頁
お

よ
び
福
地
・
親
族
法
・
「
補
遺
」
五

O
四
頁
。

伺

同

権

法

(
G
-
2
0
5
2
m
s
t肉
ロ
ロ
岡
田
肉
由
国
伯
仲
N
)

は
八
章
よ
り
成
る
が
、

最
初
の
大
部
分
を
占
め
る
の
が
民
法
の
改
正
で
、
親
族
法
を
主
と
し
、

総
則
・
相
続
訟
の
改
互
に
も
少
し
触
れ
て
い
る
。
親
族
法
全
体
の
改
亙

に
つ
い
て
は
、
草
案
K
つ
い
て
で
は
あ
る
が
す
で
に
紹
介
注
れ
て
い
る
。

繕
・
前
掲
一
六
二
頁
以
下
。
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同

F
S
F
同

d
M
E
m
N
R
m
6
H
8・
な
お
司

Z
F
呂

田

町
4

・
m-

A
F

品
也
山
一
冨
箆
】
申
マ
吋
吋
曲
目

S
F
Z
.
』

N
坦

4.ω
・

ga.

:.n. ，ロ

草

夫
婦
財
産
制
の
主
な
二
つ
の
型
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
所
得
共
同
制
と
、

夫
の
管
理
権
を
条
件
と
し
た
夫
婦
別
産
制
は
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ク
時
代
に
見

印
さ
れ
る
と
い
う
。
一
九

O
O年
ま
で
、
前
者
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
法
領

域
、
し
た
が
っ
て
中
部
お
よ
び
南
部
に
拡
が
り
、
ロ
一

1
7
法
継
受
の
の
ち
は

西ドイツにおける新法定夫婦貯産制につて

多
く
の
地
方
法
や
都
市
法
に
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
剰
余
共
同

制
と
い
う
制
度
を
所
得
共
同
制
の
特
別
な
一
変
形
と
し
て
知
っ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
ヘ
ツ
セ
ン
や
ピ
ュ
ル
テ
シ
ベ
ル
ク
の
法
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
剰
余
共
同
制
は
あ
た
ら
し
い
人
為
的
な
創
造
物
な
の
で
は

な
バ
ド
こ
れ
に
対
し
、
後
者
一
は

B
G
B
の
管
理
共
同
制
の
基
礎
と
な
っ

4

ヤ

さ
て
、
夫
婦
財
産
制
の
改
正
(
を
中
心
と
す
る
親
族
法
改
正
)
の
こ
こ
ろ

み
は
、
す
で
に
一
九
二

0
年
代
に
は
じ
ま
っ
て
い
お
そ
の
後
し
ず
ま
っ
て

い
た
が
一
九
四
五
年
頃
再
び
復
活
し
、
一
九
四
九
年
に
ボ
ン
基
本
法
が
制
定

さ
れ
る
に
及
ん
で
、
男
女
同
権
に
基
く
親
族
法
改
正
の
う
ど
き
は
に
わ
か
に

活
援
に
な
っ
て
き
た
。

は
じ
め
て
政
府
草
案
が
聯
邦
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
一
九
五
二
年
前
後
を
通

じ
て
、
多
く
の
学
者
や
実
務
家
遠
が
論
議
を
た
た
か
わ
せ
て
い
た
が
、
内
外

内

情
勢
の
も
つ
れ
か
ら
こ
の
草
案
は
審
議
未
了
の
ま
ま
一
九
五
三
年
・
三
月
三

十
一
日
を
経
過
し
、
基
本
法
の
男
女
同
権
条
項
に
反
す
る
法
律
は
節
婦
と
な

っ
て
、
法
の
空
白
状
態
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
あ
た
り
の
い
き
さ
つ
は
す
で

に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
五
四
年
に
第
二
次
政
府
草
索
が
聯
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
、

委
員
会
の
審
議
に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
こ
で
か
な
り
の
変
更
が
な
さ
れ
て
、
一

九
五
六
年
・
八
月
十
日
、
法
律
委
員
会
草
案
と
し
て
公
に
さ
れ
が
了
」
の
草

案
が
大
体
そ
の
ま
ま
議
会
の
承
認
を
え
て
、
六
月
十
八
日
に
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、

一
九
五
八
年
・
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。

川

区

E
P
-
-
2・
C
3
5
5
u
J
方・

ωg・
(
山
口
司
立
。
舎

gロロ)・

ω
冨
邑

E
】
3
0同

Y

ロ日付・匂・白
4
0

山
富
R
N
Eロ
E
P
K
F白】
V
H
g
-
m
-
P

ω
区。吋
N
σ
E
O
E
F
P
P
0・
∞
・
∞
-

同
区
色
片
品
目
F
F
O
H
)・
2
け・開
y
g
u・

同

ュ

l
リ
ス
テ
ン
・
タ
l
ク
は
、
一
九
ご
四
年
・
一
九
三
一
年
の
ご
回

(
三
三
・
三
六
会
議
)
に
わ
た
っ
て
改
革
提
案
を
と
り
あ
げ
た
。
乙
の

時
の
講
演
者
は
キ
ッ
プ
教
授
、
女
性
の
代
表
と
し
て
巴
戸
呂
田
ロ
w・
0
吋・

別

s
g
aロ
，
冨
己
目
問
自
司
、
そ
の
他
巧

Z
Z回
目
。
若
田
区
.
ロ

gロ
}
円
で
あ
っ

た
b

そ
し
て
、
こ
の
と
き
の
キ
V

プ
の
提
案
は
、
今
回
の
政
府
草
案
お

よ
び
同
権
法
と
大
綱
に
お
い
て
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
改
革
の
こ

乙
ろ
み
が
こ
の
時
期
ま
で
遡
り
う
る
乙
と
を
示
す
。
∞
ロ
vo自由同
J

帥∞

』ロ江田
g
E
P肉
-
m
-
M随
一
冨
2
・Nぴ
担

O
E
P
K
Fロ
M
V
H
g
-
m
-
N
な
お
山

田
・
概
論
七
一
一
良
。
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ー資

刷
鈴
木
・
法
学
雑
誌
一
巻
一
号
・
一
三
ニ
頁
以
下
。
川
井
・
法
協
七
三
巻

六
号
・
七

O
頁
。
福
地
・
親
族
法
・
補
遺
四
八
九
頁
以
下
。
椿
-
法
学

論
叢
五
九
巻
五
号
・
二
ハ
一
一
頁
。

的

国

g
m
p
吋
胆
百
周
N
白
河

ω・留朗・

こ
の
間
、
特
に
夫
婦
の
法
定
財
産
制
の
改
正
が
主
た
る
論
議
の
的
と
な
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
従
来
の
夫
婦
の
法
定
財
産
制
は
管
理
共
同
制
で
あ
り
、
そ
れ

が
男
女
問
機
の
原
理
に
反
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る法

定
財
産
制
を
改
正
す
る
に
当
つ
て
は
二
つ
の
基
本
的
な
要
請
が
あ
っ

た
。
第
一
に
は
、
各
部
偶
者
は
自
分
が
持
参
し
た
財
産
お
よ
び
婚
姻
中
に
え

た
財
産
に
対
し
、
全
く
独
立
の
処
分
権
能
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
第

一
一
に
は
、
婚
姻
の
解
消
の
際
、
各
部
偶
者
に
は
原
則
と
じ
て
他
方
の
財
産
に
お

い
て
何
ら
か
の
財
産
分
与
に
あ
ず
か
る
権
能
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
で
あ
一
針
。

そ
こ
で
、
大
勢
ば
、
別
産
制
を
基
に
し
て
婚
姻
解
消
の
際
に
一
方
の
配
偶
者

に
他
方
の
財
産
に
対
す
る
請
求
梅
を
与
え
る
と
い
う
政
厨
阜
案
の
立
場
と
、

、

い
わ
ゆ
る
所
得
共
同
制
に
よ
り
同
じ
目
的
を
達
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
に
集

約
さ
れ
た
。

し
か
し
所
得
共
同
制
で
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
合
有
財
産
が
存
在
す
る
の
で

管
理
に
困
難
を
生
じ
る
の
は
止
む
を
え
な
い
。
管
理
を
夫
の
み
に
ゆ
だ
ね
れ

ば
男
女
同
権
陀
反
す
る
で
あ
ろ
う
久
し
、
両
聞
偶
者
共
同
し
て
の
み
管
理
で
き

る
こ
と
に
す
れ
ば
、
夫
婦
聞
の
あ
つ
れ
き
は
別
と
し
て
も
同
意
が
な
か
っ
た

と
き
は
取
引
を
ひ
ど
〈
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に

所
得
共
同
制
は
多
く
の
財
産
団
を
生
ぜ
し
め
て
、
債
務
負
担
や
潜
算
に
対
し

わ
ず
ら
わ
し
さ
を
招
く
。
法
定
財
産
制
は
簡
単
で
実
際
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
、
剰
余
共
同
制
に
賛
成
す
る
側
か
ら
の
所
得
共
同
制
に
対
す

る
批
判
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
国
民
の
代
表
機
関
た
る
議
会
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
だ

が
、
こ
れ
に
対
し
て
財
産
共
同
制
を
唱
え
る
側
か
ら
、
こ
の
制
度
は
婚
姻
の

本
質
お
よ
び
現
実
に
適
さ
な
い
と
す
る
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
と

ど
出
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ρ

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
夫
婦
財
産
制
の
論
議
の
出
発
点
は
、
結
局
、
男
女

同
権
の
原
理
で
あ
り
、
婚
姻
と
家
族
に
対
す
る
把
握
の
仕
方
で
札
口
幻
。
そ
し

て
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
男
女
問
機
は
男
女
の
自
然
的
・
生
物
学
的
差
異

を
重
視
す
る
機
能
的
問
権
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
棄
は
も
と
も
と
家

に
あ
っ
て
夫
婦
と
家
族
共
同
体
の
た
め
に
仇
く
と
い
う
考
え
は
、
動
か
し
え

な
い
前
提
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
問
権
法
が
、
「
妻
は
家
事
を
固
有
の
責
任
に
お
い
て
行
う
。
棄

は
婚
姻
お
よ
び
家
族
に
お
け
る
彼
女
の
義
務
に
一
致
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て

生
業
活
動
を
す
る
権
利
が
あ
る
。
L

(

一
三
五
六
条
)
と
規
定
し
、
夫
婦
聞
の

扶
養
義
務
に
つ
い
て
、
「
萎
は
労
的
、
通
常
一
は
家
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
家
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え

族
の
扶
養
に
対
し
て
寄
与
す
る
と
い
う
義
務
を
履
行
す
る
。
一
委
が
生
業
活
動

の
義
務
が
あ
る
の
は
、
夫
の
労
め
能
力
・
夫
婦
の
収
入
が
家
族
の
扶
養
に
充

分
で
な
く
、
彼
等
が
そ
の
財
産
の
元
本
を
使
う
こ
と
が
彼
等
の
生
活
状
態
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
」
(
一
三
六

O
条
〉
と

規
定
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

西ドヰツにおける新法定夫婦財産制について

こ
れ
に
対
し
て
対
照
的
な
の
が
東
ド
イ
ツ
の
男
女
問
権
理
論
で
、
そ
こ
で

は
事
実
的
問
権
・
経
済
的
問
権
が
唱
え
ら
れ
、
婦
人
が
家
庭
に
あ
っ
て
家
事

を
担
当
す
る
と
い
う
原
則
は
も
は
や
ゆ
り
う
ご
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

要
す
る
に
剰
余
共
同
制
に
対
し
て
は
、
個
々
の
規
定
に
つ
い
て
の
技
術
的

な
批
判
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
第
一
に
う
ち
に
あ
っ
て
は
、
婚
姻
の
現
実

を
ふ
ま
え
た
保
守
的
立
場
か
ら
か
な
り
の
批
判
が
予
想
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
通
説
と
さ
れ
て
い
る
機
能
的
問
機
の
言
葉
の
下
で
は
、

前
述
の
ご
と
き
男
女
の
自
然
的
・
生
物
営
者
差
異
を
重
視
す
る
立
場
に
加
え

て
、
婚
姻
と
家
族
の
伝
統
的
な
内
容
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
教
会
の
立
場
も

含
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
後
者
か
ら
の
批
判
は
特
に
強
い
と

解
さ
れ
る
の
で
あ
い
仰
ド

第
一
一
に
、
外
か
ら
は
、
た
と
え
ば
東
ド
イ
ツ
か
ら
夫
婦
財
産
制
の
よ
っ
て

立
つ
根
本
原
漂
に
対
し
て
の
批
判
も
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間

に
あ
っ
て
こ
の
制
度
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
行
く
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
は
、
今
後
と
も
興
味
の
あ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

ic 
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介
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MAP-

同
た
と
え
ば
一
般
的
財
産
共
同
制
を
主
張
す
る
者
は
、
乙
れ
と
そ
が
婚

姻
の
本
質
に
適
す
る
と
い
い
、
法
定
財
産
制
は
婚
姻
の
現
実
に
適
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
閃
司
p
g
p
白
・
担
-
。
・
∞
・

8
・
ま
た
別
産

制
の
も
と
に
お
け
る
「
び
や
や
か
な
関
係
」
は
婚
姻
の
本
質
に
適
き
な

い
し
、
九

O
%
を
占
め
る
大
多
数
の
中
産
階
級
の
夫
婦
の
見
解
と
希
望

に
も
適
き
な
い
と
い
う
。
の
吋
⑦
J
1
0
p
F
F
。
-

U
白
司
・

ま
に
所
得
を
共
同
制
に
す
べ
し
と
す
る
立
場
は
、
夫
ま
た
は
妻
は
、
婚

姻
中
は
通
常
個
人
と
し
て
で
は
な
く
「
夫
婦
」
ま
た
は
「
家
族
」
と
い

う
共
同
体
の
成
員
と
し
て
所
得
を
う
る
の
だ
、
と
い
う
乙
と
を
根
拠
に

し
て
、
別
産
制
を
基
礎
に
す
る
立
場
を
非
難
す
る
。
切
。
田
ロ
ダ
吋
軒
目
別
N
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料

E
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山
E
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c
Z
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司
自
M

別
N
m
p
N
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時
・

間
切
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白
ロ
F

P
白・。・

m
p
M
g
u
h
v
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mwg
伺

N
g
u
m
-
N
N
m
-

刷
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
男
女
同
権
の
理
論
に
つ
い
て
は
鈴
木
・
法
学
雑

誌
一
巻
一
・
二
号
、
川
井
・
法
協
・
七
三
巻
六
号
、
七
四
巻
一
号
。
前

者
は
夫
婦
問
の
決
裁
権
を
め
ヤ
る
論
争
を
と
り
上
げ
て
西
ド
イ
ツ
に
お

け
る
男
女
同
権
論
を
周
密
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
東
ド
イ

ツ
と
の
対
比
に
お
い
て
西
ド
イ
ツ
の
男
女
同
権
を
論
じ
た
も
の
で
、
と

も
に
極
め
て
興
味
め
る
文
け
ん
で
あ
る
。

M
W

た
と
え
ば
「
乙
の
(
夫
と
妻
が
)
仕
事
を
分
つ
乙
と
は
、
時
代
に
制

約
さ
れ
た
『
市
民
』
社
会
秩
序
の
み
な
ら
ず
、
多
年
の
西
欧
国
家
の
文

化
的
・
倫
理
的
秩
序
の
基
本
的
な
要
求
な
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

回。申町一

g
申
吋
一
切
∞
・
由
也
・
ま
た
ボ
ウ
シ
ュ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
わ
れ
わ
れ

が
、
婚
姻
と
家
族
は
夫
と
妻
の
関
の
機
能
的
差
異
を
前
提
と
す
る
と
い

う
見
解
、
す
な
わ
ち
妻
は
も
と
も
と
ハ
も
つ
ば
ら
で
は
な
い
が
〉
家
に
あ

っ
て
夫
婦
と
家
族
共
同
体
の
た
め
に
働
く
と
と
を
の
ぞ
ま
れ
る
と
い
う

見
解
を
と
る
か
ぎ
り
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
と
と
か
ら
財
産
制
の
結

果
を
推
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
生
活
の
資
を
う
る
と
と
の

で
き
る
向
性
よ
り
彼
女
は
彼
女
の
家
で
の
働
き
に
よ
り
不
利
な
立
場
に

お
か
れ
で
は
な
ら
な
い
し
、
主
婦
は
家
に
お
け
る
働
き
に
よ
り
生
活
の

資
を
も
う
け
る
乙
と
さ
え
で
き
ず
、
同
じ
く
『
夫
の
業
務
』
に
お
い
て

共
に
働
い
て
も
自
分
自
身
は
も
う
け
る
と
と
は
で
き
ず
、
主
婦
が
副
業

を
す
る
場
合
に
も
彼
女
の
収
入
は
夫
の
そ
れ
に
比
し
て
き
わ
め
て
僅
か

で
あ
ろ
う
か
ら
に
回

gs・
曲
-
凹
・
。

-
m
-
Z
0・

刷
川
井
・
前
掲
・
六
ご
頁
。

資

間
川
井
・
前
掲
・
七
三
頁
。

同
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
予
想
以
上
氏
人
々
の
生
活

と
結
び
つ
い
て
い
て
、
法
の
生
れ
る
地
盤
と
し
て
乙
れ
を
無
視
す
る
乙

と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
的
立
場
か
ら
、
今
度
の

改
正
に
対
し
て
批
判
的
な
の
は
、
た
と
え
ば
ポ
V

シ
ュ
教
授
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
西
ド
イ
ツ
留
学
中
の
川
井
助
教
授
に

御
教
示
い
た
だ
い
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

比

較

法

現
在
、
各
国
の
立
法
例
は
、
別
産
制
を
と
る
も
の
と
財
産
共
同
制
を
と
る

も
の
、
そ
れ
に
こ
の
両
者
を
何
ら
か
の
形
で
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
中
間
形

態
に
大
別
さ
れ
い
包
と
の
度
の
西
ド
イ
ツ
の
財
産
制
は
こ
の
第
三
の
グ
ル

1

プ
に
属
す
る
が
、
西
ド
イ
ツ
は
そ
れ
を
剰
余
共
同
制
と
い
う
形
で
解
決
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
剰
余
共
同
制
は
西
ド
イ
ツ
の
発
明
品
で
は
な
く
、
す
で

に
ド
イ
ツ
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る

が
、
そ
の
根
木
原
則
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
に
お
い
て
も
法
定
財
産
制

と
し
て
実
現
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
法
定
財
産
制
の
草
案
に
お
い
て
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
度
の
西
ド
イ
ツ
の
財
産
制
の
成
立
に
宜
接
・
間

接
の
寄
与
を
な
し
た
。
そ
こ
で
以
下
に
他
の
国
に
お
け
る
剰
余
共
開
制
の
あ

ら
わ
れ
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
ス
イ
ス
に
お
い
て
一
九
一
一
一
年
よ
り
会
ス
イ
ス
の
法
定
財
産
制
と
さ
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れ
た
財
産
結
合
判
か
あ
る
。
こ
の
制
度
の
下
で
は
、
夫
婦
の
財
産
は
妻
の
特

有
財
産
を
除
き
す
べ
て
夫
の
管
理
・
用
益
に
服
す
る
。
し
か
し
婚
姻
の
解
消

の
際
に
は
妻
は
い
わ
ゆ
る
〈
0
2
0
v
g
m
に
対
す
る
請
求
権
を
有
す
る
。

こ
の
〈
0
2
0
v
g
m
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
剰
余
に
相
当
す
る
内
容
の
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
三
分
の
一
が
債
権
法
上
の
請
求
権
と
し
て
萎
に
帰
属
す
る
。

西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

ハ
ン
ガ
り
ー
に
お
い
て
一
九

O
O年
・
一
九
一
一
一
一
年
に
作
ら
れ
た
民
法
草

案
に
・
お
い
て
は
、
剰
余
に
対
す
る
請
求
権
を
伴
な
う
別
産
制
の
原
理
が
法
定

AYM 

財
産
制
と
し
て
き
だ
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
一
九
四
五
年
の
国
家
変

革
に
よ
っ
て
成
立
し
な
か
っ
た
が

v

そ
の
原
理
が
こ
の
度
の
西
ド
イ
ツ
の
改
-

正
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
キ
ッ
プ
の
提
案
は
、
実
際
に
は
こ
の
草
案
に

ハ5
M

ょ
っ
た
も
の
記
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
九
一
一
八
年
の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
法
典
」
の
た
め
の
特
別
規
定
を

見
る
ば
婚
姻
に
よ
り
夫
婦
聞
に
は
所
得
共
同
刊
か
発
生
し
、
そ
れ
に
基
づ

、
堂
、
、
婚
姻
解
消
後
に
は
夫
婦
財
産
の
う
ち
所
得
共
同
財
産
と
し
て
き
だ
ま
る

財
産
の
ご
分
の
一
が
各
配
偶
者
に
帰
属
す
る
。
こ
の
所
得
共
同
財
産
が
「
剰

余
」
に
相
当
し
、
こ
の
財
産
の
分
割
お
よ
び
-
一
分
の
一
の
引
渡
し
は
婚
姻
解

消
の
の
ち
は
じ
め
て
請
求
可
能
と
な
り
、
解
消
前
に
は
こ
の
請
求
権
は
譲
渡

も
強
制
執
行
も
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
ド
イ
ツ
法
の
な
ら
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
要
す
る
に
剰
余
共
同
制
の
原
型
と
い
え
よ
う
。

第
一
ニ
に
一
九
ご

O
年
に
成
立
し
た
ス
エ

l
デ
ン
の
夫
婦
財
産
制
が
あ
る
。

こ
の
制
度
は
ド
イ
ツ
の
剰
余
共
同
制
、
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
改
正
法
案
に
お

い
て
予
定
さ
れ
た
所
得
間
分
制
に
対
し
て
担
当
強
い
影
響
を
与
え
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

ス
エ

l
デ
ン
に
お
い
て
は
、
各
酎
偶
者
は
婚
姻
中
、
持
参
財
産
・
所
得
財

産
に
対
す
る
管
理
権
・
処
分
権
を
有
す
る
。
し
か
し
こ
の
権
利
は
い
わ
ゆ
る

酎
偶
者
持
分
権
の
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
制
限
さ
れ
て
い
る
。
婚
姻
の
解
消

の
際
に
は
配
偶
者
持
分
財
産
は
同
じ
割
合
す
な
わ
ち
二
分
の
一
づ
っ
分
け
ら

れ
る
。
別
産
制
や
別
居
の
際
に
も
各
師
偶
者
は
な
お
配
偶
者
持
分
財
産
の
半

分
を
保
有
す
る
。

間
偶
者
持
分
財
産
に
は
原
則
と
し
て
夫
婦
の
全
財
産
が
算
入
さ
れ
る
|
|

例
外
と
し
て
留
保
財
産
が
認
め
ら
れ
る
が
1

i
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
清
算

に
際
し
て
一
方
の
配
偶
者
に
帰
属
す
る
配
偶
者
持
分
財
産
の
ご
分
の
一
に
対

す
る
権
利
は
物
権
法
上
の
権
利
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

剰
余
共
同
制
に
対
す
る
特
色
で
あ
る
。

一
九
二
九
年
に
成
立
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
法
に
お
い
て
も
、
婚
姻
中
に
は

別
産
聞
か
行
わ
れ
、
婿
姻
解
消
後
に
は
残
存
す
る
両
者
の
財
産
の
二
分
の
一

に
対
す
る
請
求
権
が
一
方
の
配
偶
者
に
帰
属
す
る
。
ま
た
各
師
偶
者
は
、
ス

ェ
l
デ
ン
法
に
お
け
る
と
同
様
、
他
の
配
偶
者
の
財
産
に
お
い
て
観
念
的
な

持
分
を
有
す
る
。

最
後
に

一
九
三
八
年
訟
の
予
備
草
案
と
し
て
一
九
三
二
年
に
提
案
さ
れ

- 87ー



料

た
フ
ラ
ン
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
所
得
参
与
制
」
窃
同

a
g
e宮
司
位
。
ぽ
己
目
。
回

由
民
営
宮
伽
宮
)
も
剰
余
共
同
制
に
原
理
を
同
じ
く
す
る
。
こ
の
制
度
は
す

で
に
紹
介
さ
れ
て
居
り
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
か
ら
こ
こ

で
は
ふ
れ
な
い
が
、
た
だ
ド
イ
ツ
の
学
者
が
剰
余
共
同
制
と
の
比
較
を
し
て

い
る
の
で
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ド
イ
小
の
学
者
に
よ
れ
ば
、
剰
余
共

資

同
制
と
所
得
参
与
制
と
の
差
異
は
、
前
者
が
真
の
別
産
制
で
あ
る
の
に
対
し

て
後
者
は
所
得
共
同
制
で
あ
る
こ
と
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
前
者

に
あ
っ
て
は
二
簡
の
場
合
を
除
い
て
は
原
則
と
し
て
各
配
偶
者
の
管
理
権
は

独
立
で
あ
る
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
婚
姻
中
の
管
理
権
は
将
来
所
得
財
産

と
し
て
分
割
が
予
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
婚
姻
中
一
定
の
財
産
に
つ
い
て
制

限
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
婚
姻
の
解
消
と
共
に
、
今
迄
未
必
的
状

態
に
お
い
て
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
財
産
は
具
体
的
な
所
得
財
産
と
い
う
共

通
の
財
産
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
~
と
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ

て
清
算
お
よ
び
債
務
負
担
の
複
雑
性
、
と
い
う
所
得
共
同
制
に
対
す
る
と
同

じ
批
判
が
な
さ
れ
う
る
と
い
う
。
ま
た
婚
姻
中
に
お
い
て
広
範
聞
に
干
わ
た
り

財
産
が
差
押
え
ら
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
批
判
の
余
地
が
あ

る
と
い
う
。
但
し
以
上
は
あ
く
ま
で
も
ド
イ
ツ
の
学
者
か
ら
見
た
批
判
で
あ

る。

ω
司
江

a
g
S
F
冨
忠
弘

B
S
E
M
v
g曹
界
句

F
目
当
・
な
お
夫
婦
財
産

制
の
比
較
法
の
す
ぐ
れ
た
文
け
ん
と
し
て
別
む
白
血
加
酔
-
F
申
払
包
居
申

g
z
g
oロ
E
広
何
色
合

5

5
広
ぬ

E
$
5
8
5
E匂
O
B
E
g
-

が
あ
る
。

聞
こ
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
冨
2
N
E
S
S
-
k
pロ
句
回
明
a・
m-H0・

同

居

S
N
g
n
v
R
国
・
白
・
。
-m-

ロ

同
居
申
吋
N
Eロ
Z
F
目・白

-
c・
m-HN

問

冨

p
h
r
ロ
2
・
U
8
2
2
0
岡

dRggggnupω
・恒国・

刷

冨

2
N
U
P
5
2
w
胆

-
P
。
・
∞
6HM-

的
民
自
司

N
E各市
F

P
田・。

-m-H帥
時
U

司
江

a
g
S
F
。同】・ロ戸間}・

品
同
。
巾

4

何回
6
Q
・

制
宮
崎
・
仏
蘭
西
婚
姻
法
二
一
八
頁
。
(
比
較
婚
姻
法
第
二
部
所
収
)
。

ま
た
、
技
術
的
に
異
な
る
点
は
あ
っ
て
も
、
根
本
的
な
点
で
近
似
性
を

も
っ
こ
の
制
由
肢
は
、
西
ド
イ
ツ
の
制
度
の
成
立
の
た
め
に
様
々
は
刺
戟

と
四
半
世
紀
に
わ
た
る
実
際
上
の
体
験
を
媒
介
し
て
く
れ
た
、
と
い
う

の
は
冨
巾
罰
げ
白
鳥
居
ツ
匝
-
同
・
。
-m-Hm・

川

同

旨

2
Nぴ
胆
包
括
司
、
担

-
P
0
・

m-Hm-

同
こ
の
制
度
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
宮
崎
・
仏
蘭
西
婚
姻
法
一
一
一
一
一

頁
以
下
。
ハ
比
較
婚
姻
法
第
こ
部
所
収
)
。
関
口
・
こ

O
六
頁
、
一
一
三
回

頁
、
一
一
三
五
頁
。

な
お
ド
イ
ツ
の
学
者
が
と
の
制
度
を
紹
介
し
て
剰
余
共
同
制
と
比
較

し
た
も
の
と
し
て
口
。

-u-
何回
v
e
Z
N
町∞・

2
∞
同
・
親
族
法
改
正
に

つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
当

g司
自
日
記
回
同
N
N
E
-
m
p
E
H
が

あ
る
。

間

同
)
U
E
少
阻
-
m
w

・
。
・
由
{
}
∞
向
・
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{'r 

剰
余
共
同
制

(→ 

剰
余
共
同
制
の
擁
理

e

以
下
に
、
西
下
イ
ツ
に
お
い
て
法
定
財
産
制
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
剰

余
共
同
制
の
内
容
を
紹
介
し
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

「
夫
婦
は
、
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
り
別
段
の
合
意
を
し
な
い
と
き
は
、
剰

余
共
同
制
の
下
に
お
い
て
生
活
す
る
。

失
の
財
産
も
棄
の
財
産
も
夫
婦
の
共
同
財
産
に
-
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

西ドイツに紅ける新法定夫婦財産制rr.づいて

は
婚
姻
後
に
取
得
し
た
財
産
に
も
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
夫
婦
が
婚
姻
中
に

獲
得
し
た
剰
余
は
、
財
産
制
が
終
了
し
た
と
き
は
分
配
き
れ
る
。
」
(
一
三
六

三
条
・
一
項
・
ご
項
〉
。

こ
れ
が
夫
婦
財
産
制
の
章
の
法
定
財
産
制
の
諸
規
定
の
冒
頭
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
制
度
の
下
で
は
夫
の
財
産
と

妻
の
財
産
と
の
二
つ
が
あ
る
だ
け
だ
か
ら
合
有
財
産
の
よ
う
な
も
の
は
存
在

し
な
い
。
婚
姻
解
消
の
際
に
、
一
方
の
臨
偶
者
に
他
方
の
財
産
に
対
す
る
分

間
請
求
権

(pg肉
玄
岳
民

o
a
o
E回
関
)
が
帰
属
す
る
と
い
う
か
ぎ
り
で
の

い
わ
ば
「
共
同
相
〕
(
の

g
a
E
S
F主
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
政
府
草
案
は
、

誤
解
を
避
け
る
意
味
で
、
「
剰
余
分
翻
を
伴
な
う
別
産
制
」
と
い
っ
て
し
い
γ

向、が

現
在
で
も
そ
の
性
質
に
は
変
り
な
M
V

さ
て
、
各
配
偶
者
は
彼
の
財
産
を
独
立
に
管
理
す
る
。
(
一
三
六
四
条
、
前

外

f. 

段
)
。
こ
の
独
立
の
管
理
権
を
認
め
る
こ
と
が
、
こ
の
度
の
財
産
制
の
改
正
点
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
各
配
偶
者
は
全
く
独
立
に
管
理

で
き
る
の
で
は
な
く
、
法
律
上
一
一
箇
の
制
限
に
服
す
る
こ
と
に
な
れ
w

第
一
、
財
産
全
部
の
処
分
に
つ
い
て

一
方
の
配
偶
者
は
彼
の
財
産
全
部
を
処
分
す
る
債
務
を
負
う
に
は
、
他
方

の
配
偶
者
の
同
意
を
う
る
必
要
が
あ
る
。
同
意
な
く
し
て
処
分
の
債
務
を
負

っ
た
と
き
は
、
他
方
の
闇
偶
者
が
同
意
す
る
と
き
に
か
ぎ
り
、
債
務
を
履
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
一
二
一
六
五
条
・
一
項
)
。

円

eu

同
意
な
く
し
て
な
さ
れ
た
行
為
は
追
認
が
な
け
れ
ば
無
効
と
な
る
。

三
六
六
条
・
四
項
)
。
単
独
行
為
が
同
意
な
く
し
て
な
さ
れ
た
と
き
も
無
効
で

あ
る
。
(
一
三
六
七
条
)
。

第
三
者
は
、
追
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
二
定
の
要
件
の
下
で
取
消
権
を
も
ち

(
一
三
六
六
条
・
二
項
)
、
さ
ら
に
契
約
の
相
手
方
た
る
配
偶
者
に
他
方
の
追

認
を
う
る
よ
ろ
催
告
す
る
こ
と
、
が
で
き
る
。
(
同
条
・
三
項
)
。
追
認
が
な
け

れ
ば
担
絶
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
契
約
は
無
効
に
な
る
。
場
合
、
一
に
よ
っ
て

は
、
同
意
を
与
え
な
い
の
に
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
配
偶
者
は
、
無
効
な
処
分

か
ら
生
じ
た
権
利
を
第
三
者
に
対
し
て
裁
判
上
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
一
三
六
八
条
)
。

と
こ
ろ
で
法
律
行
為
が
通
常
の
管
理
の
原
則
に
か
な
っ
て
い
る
と
き
は
、

一
定
の
要
件
の
ー
で
、
後
見
裁
判
所
は
申
立
に
よ
り
他
方
の
同
意
を
補
充
す

r'¥ 
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料

る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

第
三
、
夫
婦
の
生
活
用
具
に
属
す
る
物
に
つ
い
て

資

管
理
機
の
制
限
は
夫
婦
の
生
活
用
具
に
属
す
る
物
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
て

い
る
。
(
一
三
六
九
条
)
ι

こ
れ
ら
の
物
は
家
族
生
活
の
経
済
的
な
基
礎
を
な

し
て
い
る
か
ら
で
あ
れ
v

も
は
や
存
在
し
な
い
か
ま
た
は
無
価
値
と
な
っ
た
物
の
代
り
に
調
え
ら
れ

た
生
活
用
具
は
一
万
の
物
の
所
有
主
の
物
と
な
る
。
(
一
三
七

O
条)。

後
見
裁
判
所
に
よ
る
同
意
の
補
充
・
追
認
・
単
独
行
為
の
無
効
・
第
三
者

に
対
す
る
裁
判
上
の
主
張
な
ど
、
第
一
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

(
一
三
六

九
条
・
ご
項
・
一
二
項
)
。

最
後
に
、
婚
姻
中
に
獲
得
さ
れ
た
剰
余
の
分
配
は
こ
⑥
財
産
聞
か
終
了
し

て
は
じ
め
て
問
題
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
婚
姻
中
に
他
方
の
財
産
に

つ
い
て
持
分
を
持
つ
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

p
k

、。

ゅ
ι
B
V

ヂ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

ω
「
共
同
制
」
と
い
う
術
語
は
、
そ
れ
に
よ
り
共
同
の
生
活
と
労
働

の
経
済
的
な
結
果
が
、
特
定
の
時
点
に
共
同
者
の
も
と
に
正
当
に
分
け

ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
表
わ
き
る
べ
き
と
き
に
も
、
な
お
通
常

の
意
味
内
容
を
維
持
す
る
、
と
い
う
の
は
り
む
ロ
少
何
軒
押
邑
田

N

詔一
wm-

由同品・

倒
民
由
民
冊
目
S
P
U
E
出
品
川
白
白
司
但
B
口町市出可冊目
F
F
m
-
U∞・

J 

同
区
日
ロ

S
，吋司冊目。ロ崎市]田・』
N
m
4
・
ω
・
8
M・

的
独
立
の
管
理
権
を
ど
の
程
度
制
限
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
変
遷
が
あ

っ
た
。
第
一
次
政
府
草
案
・
第
二
次
政
府
草
案
・
委
員
会
草
案
に
お
い

て
は
、
財
産
全
部
に
対
す
る
処
分
の
み
が
制
限
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と

も
既
に
、
ス
エ
l
デ
ン
法
の
よ
う
に
広
汎
に
わ
た
る
制
限
を
す
べ
し
と

の
提
案
も
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
マ
ス
フ
工
ラ

l
は
、
ス
エ

l
デ
ン
法
は

婚
姻
継
続
中
に
も
配
偶
者
持
分
財
産
を
認
め
て
物
権
上
の
持
分
を
問
題

K
し
て
い
る
か
ら
、
本
制
度
と
は
根
本
的
に
異
な
る
と
反
駁
し
て
い
た
。

包
胆

Ro--2・
0
S
2
2巾
吋
白

5
5
2
5ロ
E.
∞-
H
C
∞1
5由・

し
か
し
乙
れ
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
出

gM印
肉

-E
の
自
由
な
処
分
に
は

何
ら
か
の
制
限
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
提
案
は
か
な
り
多
か
っ

た
。
ロ
巴

r-HHm号。
Z
N
m
m
w
w
∞
.
由
同
町
一
切
巳
け
N
r
p
吋
白
白
河
N
m
A
F
ω
-

Hmmwu
切。
m
z
-
5
2
J
m
-
由自
l
a

由
4
u
m一
司
己
目
白
け
司
5
4・
(
切
。
回
一
ロ
ダ
『
担
B
貝
N

q
p
ω
・同町一戸)・

結
局
、
い
わ
ゆ
る
婚
姻
生
活
用
具
に
関
す
る
制
限
を
つ
け
加
え
て
犠

会
の
同
意
を
え
た
も
の
だ
が
、
こ
の
こ
っ
以
外
の
も
の
、
た
と
え
ば
土

地
・
住
居
・
生
命
保
険
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
に
関
す
る
法
律
行
為

に
つ
い
て
も
制
限
す
べ
し
と
の
提
案
は
、
取
引
の
安
全
の
た
め

K
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
出
口
信
r
足
り
何
日

i
m
-
g
p

印
財
産
全
部
に
つ
い
て
の
法
律
行
為
の
お
も
な
場
合
と
し
て
は
、
農
業

に
お
け
る
農
地
の
譲
渡
、
都
市
に
あ
っ
て
は
、
全
財
産
を
な
し
て
い
る

と
乙
ろ
の
会
社
、
土
地
な
ど
の
処
分
で
あ
る
。
ヨ
ロ
w
p
田・国

-c・
m
-
m
H
m・

附

ζ

の
意
味
で
、
善
意
取
得
者
の
保
護
色
登
記
簿
の
信
頼
も
認
め
ら
れ

ず
、
夫
婦
の
保
護
が
取
引
の
保
護
に
優
先
し
て
い
る
。

F
g
F
司目白岡
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初
N
q
F
m
-
H担
割
・

M
W

通
常
の
管
理
の
原
則
に
か
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
、
そ
れ
が
必
要

で
あ
る
こ
と
そ
要
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
父
親
が
三
十
歳

を
越
え
た
息
子
に
(
家
や
土
地
を
ふ
く
め
た
)
農
場
を
譲
渡
す
る
乙
と

は
|
|
乙
の
場
合
、
彼
も
彼
の
妻
も
幾
場
を
経
営
す
る
の
に
ま
花
充
分

強
健
で
あ
る
と
き
は
譲
渡
は
必
要
で
は
な
い
の
だ
が
1

i
慣
習
に
適
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
妻
は
、
そ
の
譲
渡
契
約
で
は
隠
居
分
を

認
め
て
い
な
い
と
か
、
他
の
子
供
達
に
充
分
な
檎
償
そ
残
し
て
い
な
い

と
い
う
と
き
、
ほ
じ
め
て
同
意
を
恒
絶
で
き
る
の
で
あ
る
。
自
信
w
p
p

p
。・

m
'
m一戸町・

刷
充
分
な
理
由
な
〈
同
意
を
担
絶
し
た
り
、
猶
予
な
ら
ぬ
危
険
が
あ
る

と
き
に
限
ら
れ
る
。
充
分
な
理
由
は
、
他
方
の
配
偶
者
が
法
律
行
為
か

ら
の
収
益
金
を
不
当
に
使
用
し
家
計
を
危
険
に
お
と
し
入
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
な
ど
K
認
め
ら
れ
る
。
司
Z
W
9
p
p
p・
m
-
g
h・

帥
実
際
に
乙
れ
に
属
す
る
の
は
家
具
調
度
(
巧
喜
ロ
ロ
ロ
向
田
6
5江ロ
ZE

g包
で
あ
る
が
、
住
居
に
属
す
る
権
利
は
ふ
く
ま
れ
な
い
。
だ
か
ら

一
方
の
配
偶
者
は
夫
婦
の
住
居
を
単
独
で
借
り
た
と
き
は
単
独
で
解
約

告
知
で
き
る
。
一
方
の
み
に
属
し
、
住
居
の
建
っ
て
い
る
土
地
も
、
他

方
の
同
意
な
く
し
て
処
分
で
き
る
。
但
し
こ
の
土
地
が
全
財
産
号
な
し

て
い
る
と
き
は
乙
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
一
方
の
配
偶
者
の
個
人
的
な
使

用
に
定
め
ら
れ
た
物
(
着
物
・
装
身
具
・
労
働
用
具
・
自
動
車
υ
な
ど

は
乙
れ
に
属
き
な
い
。
ヨ
ロ
-8・
白
・
自
・
。
-m-
町田・

国

剰
余
の
概
念
企
評
価

《

概

別
産
制
を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
他
方
の
財
産
に
お
け
る
一
方
の
配
偶
者
の

財
産
関
与
を
こ
れ
に
結
び
つ
け
た
と
い
う
点
に
剰
余
共
同
制
の
特
質
が
あ
る

.L>、
忍、

こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
財
産
関
与
、
す
な
わ
ち
共
同
的
な
傾
向
を
代
表

す
る
の
が
い
わ
ゆ
る
剰
余
で
あ
る
。
法
は
、
剰
余
と
は
一
方
の
閤
偶
者
の
終

末
財
産
が
当
初
財
産
を
越
え
る
と
こ
ろ
の
金
額
を
い
う
こ
三
七
三
条
〉
、
と

簡
潔
に
規
定
す
る
9

そ
こ
で
剰
余
そ
決
定
す
る
に
は
当
初
財
産
と
終
末
財
産

の
概
念
と
評
価
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

川

当

初

財

産

当
初
札
民
と
は
、
財
産
制
の
開
始
の
際
、
債
務
を
控
除
し
た
の
ち
に
残
つ

た
一
方
の
配
偶
者
の
財
産
を
い
う
が
、
そ
の
際
、
債
務
の
控
除
は
財
産
の
高
を

限
度
と
す
る
。
(
一
三
七
四
条
・
一
項
)
。

一
方
の
配
偶
者
が
、
婚
姻
中
に
死
後
処
分
に
よ
り
ま
た
は
将
来
の
相
続
権

と
関
連
し
て
贈
与
ま
た
は
生
計
の
資
と
し
て
取
得
し
た
財
産
は
、
収
入
・
所

得
の
範
瞬
に
属
さ
な
い
か
ぎ
り
、
同
じ
く
債
務
の
控
除
の
の
ち
当
初
財
産
と

さ
れ
る
。
(
同
条
・
二
項
〉
。

そ
こ
で
当
初
財
産
に
含
ま
れ
る
の
は
、
ま
ず
持
参
財
産
、
婚
姻
中
、
相
続

や
無
償
の
出
指
に
よ
り
獲
得
し
た
も
の
、
で
あ
る
が
、
契
約
自
由
の
意
味
に
お

い
て
、
夫
婦
は
そ
れ
以
上
に
一
定
の
財
産
を
当
初
財
産
と
さ
ど
め
る
こ
と
が

AU4ば

で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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料

終

末

財

産

終
末
財
産
と
は
、
財
産
制
の
終
了
の
際
に
、
債
務
の
控
除
の
の
ち
一
方
の
酎

偶
者
に
属
す
る
財
産
を
い
う
。
但
し
当
初
財
産
の
場
合
と
異
な
り
、
分
配
請

iロl

資

求
権
者
が
第
二
ニ
九
O
条
ハ
後
述
)
に
よ
り
第
三
者
に
請
求
で
き
る
と
き

は
、
債
務
は
財
産
の
高
を
越
え
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
も
控
除
さ
れ
る
1

三
七
五
条
・
一
項
〉
。

さ
ら
に
、
一
方
の
配
偶
者
が
財
産
制
の
開
始
の
の
ち
無
償
の
出
指
を
な
し

債
務
を
負
い
、
財
産
を
浪
費
し
、
他
方
の
配
偶
者
に
損
害
を
与
え
る
行
為
を

し
て
財
産
が
減
少
し
た
と
き
は
、
そ
の
分
だ
け
終
末
財
産
に
加
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
(
一
三
七
五
条
〉
。
但
し
財
産
制
終
了
の
十
年
以
上
前
の
も
の
や

他
方
の
配
偶
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
(
開
条
・
三
項
U

。

以
上
か
ら
、
剰
余
は
主
と
し
て
婚
姻
中
に
夫
婦
が
労
仇
に
よ
っ
て
獲
得
し

た
と
こ
ろ
の
も
の
に
集
中
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
と
に
か

く
剰
余
と
い
う
の
は
計
算
上
の
額
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
財
産
そ

れ
自
体
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
は
な
川
v

似
ぇ
当
初
財
産
・
終
末
財
産
の
評
価
、
財
産
目
録

右
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
剰
余
の
算
定
に
は
、
当
初
財
産
・
終
末
財
産
に

属
す
る
個
々
の
財
産
お
よ
び
債
務
の
評
価
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
法
は
、
当
初
財
産
の
評
価
は
財
産
制
の
は
じ
め
に
お
け
る
価
額
、

相
続
ま
た
は
贈
与
な
ど
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
財
産
の
評
価
は
そ
れ
ら
を
取
得
一

し
た
時
点
に
お
け
る
価
額
を
基
礎
と
し
、
終
末
財
産
の
評
価
は
財
産
制
の
終
回

了
の
際
の
価
額
を
基
礎
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
(
一
三
七
六
条
〉
。

と
こ
ろ
で
当
初
財
産
の
評
価
に
は
困
難
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
長
い
時
潮
を

f、

へ
る
と
価
値
基
準
に
相
当
の
変
化
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
当
初
財
産
の
状
態
と
価
値
と
を
共
同
し
て
財
産
自
録
に
さ
だ
め
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
財
産
目
録
を
作
成
し
た
と
さ
は
、
夫
婦
相
互
の
関

係
に
お
い
て
は
目
録
は
正
当
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
(
一
三
七
七
条
・
一
項
)
。

そ
し
て
財
産
自
録
の
作
成
は
強
制
的
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
作
成
さ

一
方
の
配
偶
者
の
終
末
財
産
は
す
べ
て
そ
の
剰

余
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
同
条
三
項
)
。

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

ω
乙
乙
で
「
当
初
財
産
」
と
い
う
新
し
い
術
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
て

従
来
か
ら
の
「
特
有
財
産
」

(
F
E
S
E
B
u
m
g
)
と
い
う
語
を
用
い

な
か
っ
た
の
は
、
特
有
財
産
と
い
え
ば
一
般
に
は
「
持
参
財
産
」
の
み

が
想
起
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
足
。
R
V
F
n
v
g
J
P
O】

V

H
町田・∞-∞
1
4
・

倒
だ
か
ら
、
は
じ
め
に
一
万
マ
ル
ク
の
財
産
と
一
万
五
千
マ
ル
ク
の
債

務
が
あ
っ
た
と
'
す
れ
ば
、
そ
の
当
初
財
産
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス

五
千
マ
ル
ク
な
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
終
末
財
産
が
積
極
財
産
ご
万
マ

ル
ク
の
と
き
は
、
五
千
マ
ル
ク
控
除
の
の
ち
の
一
万
五
千
マ
ル
ク
で
は

な
く
、
一
一
万
マ
ル
ク
そ
の
も
の
が
終
末
財
産
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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収
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れ
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こ
の
よ
う
に
婚
姻
解
消
に
当
っ
て
他
方
の
配
偶
者
が
関
与
す
る
財
産
を

婚
姻
中
に
獲
得
さ
れ
た
所
得
に
か
ぎ
る
立
法
例
と
し
て
は
、
ス
イ
ス
の

財
産
結
合
制
、
慣
習
法
上
発
達
し
た
従
来
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
法
・
ス
ロ
パ

キ
ヤ
法
、
コ
ス
タ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ウ
ル
グ
ワ
イ
の
法
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
で
提
案
さ
れ
た
草
案
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
乙
れ
に
反
し
、
原
則
と
し
て
婚
姻
の
解
消
の
際
に
両
配
偶
者

に
属
す
る
す
べ
て
の
財
産
を
分
割
す
る
立
法
例
と
し
て
は
オ
l
ス
ト
リ

ヤ
の
他
は
、
り
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
国

κピ
け
な
お
適
用
さ
れ
る

ハ
契
約
上
の
U

共
同
制
に
関
す
る

A
B
G
B
の
規
定
、
デ
ン
マ
ー
ク
・

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
-
ス
エ

l
デ
ン
の
法

定
財
産
制
、
ベ
ル
ギ
ー
の
一
九
四
七
年
の
草
案
で
あ
る
。

Z
2
5喜一
2
・

羽
田

Z
E
N
m
師
"
∞
・
∞
∞
H
!
国毘・

西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

(:) 

剰
余
の
分
配

法
に
規
定
さ
れ
た
管
理
権
の
制
限
の
場
合
を
除
け
ば
聞
偶
者
は
婚
姻
中
に

概

説

は
実
際
は
別
産
制
の
下
で
生
活
す
る
。
両
配
偶
者
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
剰
余

は
、
財
産
制
が
終
了
し
て
は
じ
め
て
分
間
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ー
ノ

‘7 

財
産
制
の
終
了
の
主
な
場
合
は
離
婚
と
一
方
の
配
偶
者
の
死
亡
で
あ
る
。

婚
姻
取
消
の
効
果
に
は
離
婚
の
効
果
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
ハ
婚
姻
法

婚
姻
無
効
の
際
に
は
配
偶
者
の
一
方
が
婚
姻
締
結
の
と
き

三
七
条
一
項
)
、

処
動
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
両
配
偶
者
の
財
産
法
上
の
清
算
に
は

離
婚
の
場
合
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
(
婚
姻
法
、
ご
六
条
ν、
法

は
、
離
婚
の
場
合
、
一
方
の
配
偶
者
の
死
亡
の
場
合
、
そ
れ
に
別
居
の
場
合

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
最
初
の
政
府
草
案
日
に
は
財
産
制
の
終
了
の
す
べ
て
の
場
合
に
つ

い
て
、
剰
余
の
分
配
を
同
一
に
規
定
し
て
い
た
の
だ
が
、
聯
邦
議
会
の
委
員

会
の
審
議
の
際
に
修
正
提
案
が
な
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
一
方

の
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
り
婚
姻
が
解
消
し
た
と
き
は
異
な
っ
た
解
決
を
す
る

φ

こ
と
に
し
お
し
か
し
こ
の
場
合
に
も
生
存
配
偶
者
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は

離
婚
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
原
則
に
よ
っ
て
も
分
配
請
求
で
き
る
の
ど
か
ら

離
婚
の
場
合
か
ら
述
べ
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

川
山
間
岡
田
∞
少
尉
・
閏
・
沼
恒
国
片
品
-
F
F
U
Z
Z
2。
司
呂
田
品
目
山
由
ロ

B
o
z
-

m
-
H
M凶
・

開

drzw『
白
目
別
N
m
a
-
ω
-
H
∞∞・

(2) 

(イ)
離
婚
の
際
の
剰
余
の
分
配

分
配
請
求
権

-
方
の
配
偶
者
の
剰
余
が
他
方
の
そ
れ
を
越
え
る
と
き
、
剰
余
の
ご
分
の

- 93-
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料

一
は
他
方
の
鹿
偶
者
に
分
間
請
求
権
と
し
て
帰
属
す
る
。
(
一
三
七
八
条
・
一

項)。

資

こ
の
分
間
部
請
求
権
に
は
問
題
点
が
二
つ
あ
る
。
第
一
一
は
剰
余
の
二
分
の
一

に
つ
い
て
分
間
請
求
権
が
法
律
上
当
然
に
生
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
第
ご
は
そ

れ
が
分
配
請
求
権
、
す
な
わ
ち
債
務
法
上
の
請
求
権
と
し
て
構
成
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
か
な
り
一
議
論
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
題
点
と
し
て
ま
と
め
て
後
述
す
る
こ
と
に
し

ト
J
R
Aノ
。こ

の
分
配
請
求
権
は
財
産
制
の
終
了
と
と
も
に
発
生
し
、
そ
し
て
こ
の
時

点
か
ら
相
続
お
よ
び
譲
渡
が
可
能
と
な
る
。
(
一
三
七
八
条
・
コ
一
項
〉
。
分
配

請
求
権
の
額
は
、
財
産
制
終
了
の
際
の
債
務
の
控
除
の
の
ち
存
在
す
る
財
産

の
価
額
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
(
悶
条
・
二
項
υ
。

ま
た
離
婚
の
際
に
は
、
剰
余
の
算
定
の
た
め
に
は
財
産
制
終
了
の
時
点
に

代
っ
て
、
離
婚
の
訴
が
提
起
さ
れ
た
時
点
が
基
準
に
さ
れ
る
べ
さ
だ
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
(
一
三
八
四
条
〉
。

例
報
知
す
る
義
務

各
面
偶
者
は
原
則
と
し
て
自
由
に
彼
の
財
産
を
管
理
で
き
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
結
果
一
方
の
臨
偶
者
は
他
方
の
終
末
財
産
や
価
額
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
分
臨
請
求
権
を
算
定
す
る
た
め
に
は
こ

れ
ら
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
各
配
偶
者
は
、
財
産
制
の
終
了
の
の
ち
他
方
に
対
し
て
そ
の
終
末

財
産
の
現
状
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
義
務
が
あ
る
。
(
一
三
七
九
条
・
前
段
)
。

(ベ

出
掲
の
算
人

一
方
の
即
偶
者
が
他
方
に
対
し
、
こ
れ
は
分
配
請
求
権
に
算
入
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
の
明
確
な
指
定
と
と
も
に
生
前
に
な
し
た
出
謂
は
、
分
配
債
務

の
履
行
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
出
指
の
何
額
が
夫
婦
の
生
活
関
係
か
ら
見
て

通
常
で
あ
る
よ
う
な
価
額
を
越
え
る
と
き
は
、
疑
わ
し
い
場
合
は
そ
の
出
指

は
分
配
請
求
権
に
算
入
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
(
一
三
八

O
条
・
一
項

ご
項
)
。

こ
の
出
指
の
価
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
そ
れ
の
な
さ
れ
た
時
点
を

基
準
に
す
る
。
(
同
条
・
三
項
〉
。

{ニ)

著
し
い
不
公
平
の
場
合

す
で
に
述
べ
ら
れ
た
剰
余
の
分
配
の
原
則
は
、
個
々
の
場
合
に
不
公
平
な

結
果
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
法
は
、
剰
余
の
分

配
債
務
者
は
、
そ
の
場
合
の
事
情
に
よ
れ
ば
著
し
く
不
公
平
で
あ
る
限
り
に

お
い
て
分
配
債
務
の
履
行
を
桓
む
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
た
。

r'¥ 

i¥ 

一
条
・
一
項
)
。

こ
の
場
合
の
著
し
い
不
公
平
と
は
、
法
が
第
二
項
に
よ
っ
て
具
体
的
に
例

示
し
て
い
る
も
の
に
よ
る
と
、
剰
余
の
獲
得
が
よ
り
少
な
か
っ
た
配
偶
者

が
、
長
期
間
を
通
じ
て
、
婚
姻
関
係
か
ら
生
じ
た
経
済
的
な
緒
義
務
を
有
責

に
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
同
条
・
ご
項
)
。
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官 f、

こ
の
よ
う
に
一
項
で
は
一
般
的
に
規
定
し
て
い
る
の
で
、
具
体
的
に
い
か

な
る
場
合
が
こ
れ
に
当
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
ま
ず
い
わ
ゆ
る
「
不
真
豆

な
剰
余
」
の
場
合
を
調
整
す
る
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
当
初
財
産
の

西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

評
価
は
、
財
産
制
の
開
始
の
と
き
を
標
準
と
し
て
き
だ
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ

の
価
額
の
上
昇
や
減
少
が
商
閣
偶
者
の
利
益
、
不
利
益
に
作
用
す
る
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
さ
ら
に
、
同
一
の
財
産
が
当
初
財
産
と
終

末
財
産
に
属
す
る
が
、
そ
れ
は
財
産
制
の
継
続
中
に
貨
幣
の
購
売
力
の
低
下

の
た
め
名
目
上
の
価
額
だ
け
増
加
し
て
実
際
の
価
額
は
変
化
を
蒙
ら
な
か
っ

た
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
の
価
額
の
変
化
や
価
値
尺
度
の

変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
不
真
王
な
剰
余
」
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
条
文
に
よ
る
分
由
請
求
権
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
喪
失
の

可
能
性
と
、
離
婚
の
場
合
の
有
責
と
関
係
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る

が
、
こ
の
点
は
ま
と
め
て
後
に
述
べ
る
。

著
し
い
不
公
平
が
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
は
給
付
短
絶
権
を
も
つ
が
、
訴

訟
問
題
と
し
て
は
そ
れ
が
分
間
請
求
権
者
の
給
付
の
訴
に
関
す
る
も
の
で
あ

れ
、
債
務
者
の
消
極
的
確
認
の
訴
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
、
裁
判
所
が
判
決

に
よ
っ
て
確
定
す
る
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
勺

川
仰
向
指
の
価
額
が
、
・
夫
婦
の
生
活
関
係
か
ら
見
て
通
常
で
あ
る
よ
う
な

価
額
を
越
え
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
夫
が
そ
の
財
産
か
ら
土
地
(
所
有
)

を
取
得
し
、
妻
を
そ
の
共
有
者
と
し
て
登
記
す
る
場
合
で
あ
る
。

ζ

の

よ
う
な
出
摘
は
、
実
際
に
は
あ
ら
か
じ
め
な
き
れ
た
分
配
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
婚
姻
解
消
の
と
き
に
加
算
さ
れ
る
。

し
か
し
些
細
な
額
の
出
損
に
対
す
る
加
算
の
要
求
の
生
じ
る
の
を
防

ヤ
た
め
、
通
常
の
価
額
を
ζ

え
た
場
合
の
み
問
題
に
な
る
と
し
た
。
普

通
行
わ
れ
る
誕
生
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
は
、
そ
れ
が

す
で
に
分
配
請
求
権
に
加
算
さ
れ
る
べ
き
乙
と
が
き
め
ら
れ
た
と
き
に

か
ぎ
り
算
入
さ
れ
る
と
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
稀
で

あ
ろ
う
。
ヨ
ロ
Fnp
沼
口
阿
w
m
4・∞
-
m
g・

似
た
と
え
ば
妻
の
場
合
に
は
、
第
一
に
家
事
に
対
す
る
義
務
を
ゆ
る
が

せ
に
し
た
乙
と
、
第
ご
に
夫
の
業
務
に
対
す
る
協
力
義
務
の
怠
慢
も
入

る
。
夫
の
場
合
は
生
業
活
動
に
よ
り
家
族
の
扶
養
に
必
要
な
資
金
を
う

る
べ
き
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
。
ヨ
ロ

F

向。.
m
r
p
p・
m
-
m岡田・

同
一
方
の
配
偶
者
が
財
産
制
開
始
の
と
き
に
新
築
の
家
、
ま
た
は
機
械

や
設
備
を
企
業
内
に
有
し
て
い
た
と
き
、
家
や
機
械
や
設
備
は
長
い
聞

の
使
用
の
す
え
財
産
制
終
了
の
際
に
は
び
ど
く
価
値
が
減
少
し
て
し
ま

う
。
そ
し
て
そ
の
価
値
に
よ
り
終
末
財
産
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。
そ
う

す
る
と
そ
の
配
偶
者
の
剰
余
は
、
彼
が
価
値
減
少
を
越
え
る
剰
余
を
え

て
は
じ
め
て
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
ろ
う
。
他
方
、
配
偶
者
が

財
産
制
開
始
の
と
き
に
は
単
に
耕
地
(
降
ロ
宮
巴
自
舎
に
適
す
る
土
地

を
有
し
、
そ
の
聞
に
建
築
用
地
宙
開
口
釘
ロ
円
ぜ
に
な
り
価
値
が
僧
加
し

た
と
き
は
、
彼
の
剰
余
と
な
り
、
他
方
は
そ
れ
に
対
し
何
ら
の
寄
与
も

し
な
い
の
だ
か
ら
関
与
さ
せ
る
こ
と
は
問
題
に
な
ろ
う
。
回

E
W曲、

P

E
・

0.
∞・

mH4.

同

ζ

の
趣
旨
の
も
の
と
し
は
、
さ
ら
に
巴
宮
町
高

R
E
S国
旬
4
・

- 95ー



料

(5) 
rn 

P 
P 
P 

P 
vl 

g 

資

側
剰
余
分
回
債
務
の
猶
予
・
金
銭
支
払
以
外
の
方
法
に
よ
る
履
行

即
時
に
支
払
う
こ
と
が
債
務
者
に
特
に
苛
酷
に
あ
た
り
、
債
権
者
に
と
っ

て
も
現
状
で
は
正
当
視
さ
れ
う
る
場
合
に
は
、
後
見
裁
判
所
は
申
立
に
基
づ

き
分
回
債
務
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
一
三
八
ご
条
・
一
項
)
。
猶
予

さ
れ
る
と
債
務
者
は
利
子
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
同
条
・
二
項
)
。
後
見

裁
判
苛
は
申
立
に
基
づ
き
、
猶
予
さ
れ
た
債
務
の
た
め
に
債
務
者
は
担
保
の

提
供
を
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
開
条
・
三
項
〉
。
利
子
の

空
間
・
担
保
の
提
供
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
裁
判
所
に
裁
量
権
が
あ
る
。
(
同

条
・
四
項
〉
。
猶
予
の
申
立
は
分
回
請
求
権
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
繋
属
し
て
い

る
か
ぎ
り
そ
の
手
続
で
提
出
す
べ
き
で
あ
り
(
同
条
・
五
項
〉
、
後
見
裁
判

、
所
の
決
定
は
取
消
・
変
更
さ
れ
う
る
。
(
同
条
・
六
項
〉
。

分
間
債
務
は
金
銭
支
払
い
に
よ
る
と
い
う
康
則
の
例
外
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
後
見
裁
判
所
は
債
権
者
の
申
立
に
よ
り
、
債
務
者
は
そ
の
財
産
の
一
定

の
物
を
分
画
請
求
権
へ
算
入
す
る
も
の
と
し
て
譲
渡
す
べ
し
と
命
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
但
し
そ
れ
が
、
債
権
者
に
と
り
著
し
い
不
公
平
を
避
け
る
た
め

に
必
要
勺
あ
り
、
債
務
者
に
も
正
当
視
さ
れ
る
と
き
に
か
ぎ
る
。
決
定
明
」
は

d

分
溜
請
求
権
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
額
が
さ
だ
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

}
『
一
八
コ
一
条
・
一
・
一
一
項
〉
。

p
 

f
J
 

F
 

剰
余
の
事
前
の
分
間

夫
婦
の
え
た
剰
余
は
、
原
則
と
し
て
財
産
制
の
終
7
の
際
は
じ
め
J

て
分
配

さ
れ
る
が
、
別
居
の
場
合
に
は
例
外
と
し
て
事
前
に
分
聞
を
請
求
で
き
一
旬

(3) 

す
な
わ
ち
、
夫
婦
が
少
な
く
と
も
三
年
間
別
居
し
て
い
る
と
き
、
別
居
生
活
を

す
る
権
利
の
あ
る
配
偶
者
は
剰
余
の
事
前
の
分
配
を
誇
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
但
し
他
方
も
別
居
を
す
る
権
利
を
有
す
る
と
き
は
こ
の
か
ぎ
り
で
は
な

い
。
(
一
三
八
五
条
)
。

別
居
の
場
合
以
外
に
も
法
は
事
前
の
分
間
請
求
を
認
め
る
が
、
こ
れ
は
、

原
則
と
し
て
自
由
に
認
め
ら
れ
て
い
る
管
理
権
に
対
し
、
他
方
の
酎
偶
者
の

利
益
を
保
護
す
べ
き
役
割
を
も
っ
。
す
な
わ
ち
、
間
偶
者
が
長
期
間
、
婚
姻

上
の
経
済
的
一
一
義
務
を
有
責
に
履
行
せ
ず
、
将
来
も
履
行
し
な
い
で
あ
ろ
う
と

と
が
認
め
ら
れ
う
る
と
き
(
一
三
八
六
条
・
一
項
)
、
さ
ら
に
、

川
、
必
要

な
同
意
な
く
し
て
一
一
一
一
六
五
条
に
示
さ
れ
た
種
類
の
法
律
行
為
を
な
し
、
同
一

彼
の
財
産
を
一
一
一
一
七
五
条
に
示
さ
れ
た
行
為
に
よ
っ
て
減
少
さ
せ
、
将
来
の

分
配
請
求
権
の
危
険
が
気
っ
か
わ
れ
う
る
と
き
、
側
、
由
偶
者
が
、
充
分
な

理
由
も
な
く
彼
の
財
産
の
現
状
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
も
痘
絶
す
る

r"¥ 

と
き
、
他
方
の
酎
偶
者
は
剰
余
の
事
前
の
分
配
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
一
三
八
六
条
・
二
項
v
。
財
産
制
の
終
了
の
時
点
の
代
り
に
、
訴
の
提
起
を

な
し
た
時
点
が
剰
余
算
定
の
基
準
と
さ
れ
る
。
ハ
二
二
八
七
条
〉
。

剰
余
の
分
配
が
認
め
ら
れ
た
判
決
の
確
定
と
と
も
に
、
別
露
制
に
入
る
。

f 
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八
一
一
一
一
八
八
条
)
。
こ
れ
以
後
は
、
、
一
方
の
酎
偶
者
は
、
他
方
の
囲
偶
者
が
獲

円

sv

得
す
る
剰
余
に
関
与
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

西ドイツt己おける新法定夫婦財崖制t己ついて

こ
の
場
合
に
は
経
済
的
弱
者
た
る
方
の
鹿
偶
者
が
困
窮
す
る
で
あ
ろ

う
乙
と
は
、
経
験
上
予
想
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
ロ
w
p
宮
口
割
問
4
・

m
p
明日

8.

倒

B
G
B
一
三
五
三
条
・
二
項
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
他
方
の
有
責
の
ゆ

え
に
離
婚
を
請
求
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
部
偶
者
だ
け
が
別
居

の
権
利
を
有
し
、
他
方
の
配
偶
者
の
精
神
病
に
よ
り
離
婚
を
訴
え
う
る

者
、
お
よ
び
婦
一
姻
法
四
八
条
に
よ
る
三
年
の
別
居
後
、
離
婚
を
訴
え
う

る
者
は
、
別
居
の
権
利
を
有
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
無
過
失

の
配
偶
者
の
み
が
、
単
独
有
賓
の
配
偶
者
に
対
し
て
の
み
請
求
で
き
る
。

盟
m
w
p
p
田
・
。
・
伊
包
。
・
乙
れ
に
対
し
て
、
「
た
と
え
一
方
の
配
偶

者
が
個
人
的
な
事
情
に
よ
り
別
居
す
べ
き
原
因
を
与
え
た
場
合
で
も
、

事
前
の
分
配
を
訴
求
で
き
る
権
能
を
与
え
て
よ
い
。
」
と
反
対
す
る
見
解

も
あ
る
。
属
品
目

Z
S
R
k
r
n句
M
g
-
m
p
M
E
I
N
H

同一

ζ

の
事
前
の
分
配
に
よ
り
純
粋
の
別
産
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
、
そ
れ
以
後
は
一
方
の
配
偶
者
は
他
方
の
剰
余
に
は
関
与
で
き
な
い

乙
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
そ
れ
を
顧
慮
し
て
ζ

の
事
前
の
分
配
を
譜

求
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
、
と
の
事
前
の
分
配
請
求

は
、
た
と
え
ば
第
ご
項
に
あ
げ
ら
れ
た
行
為
か
ら
剰
余
を
守
る
手
段
と

し
て
は
、
充
分
効
力
を
発
揮
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
批
判
も
あ
る
。
切

agg.
可
世
同
白
羽

N
E
.
∞-H8.

(1) 

" 

(4) 

一
方
の
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
る
剰
余
の
分
配

財
産
制
の
終
了
す
る
お
も
な
場
合
は
離
婚
と
一
方
の
配
偶
者
の
死
亡
勺
あ

る
が
、
同
様
法
は
こ
の
後
の
場
合
に
つ
い
て
は
通
常
の
分
配
と
は
異
な
っ
た

解
決
を
し
た
。

す
な
わ
ち
、
財
産
制
が
一
方
の
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
終
了
す
る
と
き

は
、
剰
余
の
分
配
は
生
存
配
偶
者
の
法
定
相
続
分
を
四
分
の
一
だ
け
増
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
配
偶
者
が
個
々
の
場
合
に
剰
余

を
え
た
か
否
か
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。
(
一
三
七
一
条
・
一
項
〉
。
-

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
分
は
直
系
卑
属
が
存
在
す
る

と
き
は
遺
産
の
一
一
分
の
て
被
相
続
人
の
両
親
・
兄
弟
等
が
存
在
す
る
と
き

は
、
遺
産
の
四
分
の
一
ニ
と
な
る
。
も
っ
と
も
あ
り
う
る
形
た
と
え
ば
棄
と
子

が
共
同
相
続
人
で
あ
る
と
き
、
一
委
の
相
続
分
は
遺
産
の
二
分
の
一
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
死
亡
に
よ
る
財
産
制
の
終
了
の
際
に
は
相
続
分
の
増
加
と

い
う
形
で
夫
婦
聞
の
財
産
関
係
を
清
算
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の

解
決
は
ほ
ぼ
妥
当
と
さ

M
V
体
系
的
に
も
必
ず
し
も
不
合
理
で
は

L
Uと
解

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
分
の
額
を
こ
の
よ
う
に
増
加
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
他
の
共
同
相
続
人
の
利
益
を
侵
害
す
る
と
い
う
理
白
か
ら
、
問

権
法
成
立
後
も
異
一
識
を
唱
え
る
見
解
が
多

JU

と
こ
ろ
で
、
以
上
に
述
べ
た
生
存
配
偶
者
の
相
続
分
の
増
加
は
、
法
定
相
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料

統
の
場
合
に
の
み
生
じ
る
。
し
か
し
、
相
続
法
上
の
貫
要
な
原
則
で
あ
る
遺

言
の
自
由
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
今
後
も
、
被
相
続
人
は
遺
産

資

に
お
け
る
生
存
配
偶
者
の
持
分
を
法
律
の
規
定
と
は
異
な
っ
た
よ
う
に
決
定

明
」
き
る
。
彼
は
、
酎
偶
者
に
多
く
あ
る
い
は
少
な
く
与
え
、
そ
の
他
の
指
定

を
な
し
、
ま
た
酎
偶
者
を
相
続
か
ら
排
除
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
に
も
生
存
配
偶
者
に
は
何
ら
か
の
方
法
で
剰
余
分
配
請
求
権
を
満

足
さ
せ
る
権
能
が
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
口

そ
こ
で
、
法
は
、
生
存
配
偶
者
か
相
続
人
と
な
ら
ず
、
ま
た
彼
に
い
か
な

る
遺
婚
も
帰
属
し
な
い
と
き
は
、
彼
は
離
婚
の
際
に
適
用
さ
れ
る
と
同
様
の

規
定
に
し
た
が
っ
て
、
剰
余
の
分
配
を
要
求
で
き
る
と
規
定
す
る
。
(
一
三

七
一
条
・
二
項
)
。
慢
か
全
く
相
続
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
き
は
|
|
そ

れ
が
廃
除
ま
た
は
相
続
欠
格
に
よ
る
な
ら
|
|
死
亡
者
の
相
続
人
は
一
一
一
一
八

一
条
金
型
地
)
に
よ
る
履
行
担
絶
機
能
を
主
張
し
え
よ
ろ
が
、
常
に
控
絶
で

き
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
全
額
症
絶
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
と
解
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
、
生
存
酎
偶
者
ま
た
は
他
の
遺
留
分
権
利
者
の
遣

期
間
分
は
、
増
加
さ
れ
な
い
酎
偶
者
法
定
相
続
分
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
(
ご
項
・
後
段
)
。

し
か
し
生
存
酎
偶
者
が
法
定
相
続
人
で
あ
り
、
ま
た
は
死
因
処
分
が
与
え

ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
彼
は
相
続
法
上
の
持
分
と
、
分
配
請
求
権
と
の
い
ず

れ
を
と
る
か
に
つ
き
選
択
権
を
有
す
る
。
生
存
配
偶
者
が
法
定
相
続
分
ま
た

ぜノ

は
死
尉
処
分
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
を
承
認
す
る
と
さ
は
、
彼
は
も
は
や

分
配
請
求
権
を
要
求
し
え
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
相
続
ま
た
は
遺
贈

を
放
棄
す
る
と
さ
に
限
り
、
彼
は
分
配
請
求
権
を
要
求
で
き
る
。
生
存
聞
偶

者
が
相
続
を
放
棄
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
被
相
続
人
の
遺
言
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
た
も
の
が
余
り
に
も
少
額
で
あ
る
と
か
、
特
別
の
指
定
に
よ
っ
て
制
限

さ
れ
る
と
い
う
場
合
で
あ
ろ
う
。

放
棄
す
る
者
は
、
従
来
の
法
に
よ
れ
ば
例
外
の
場
合
を
除
い
て
は
遺
留
分

請
求
権
を
有
し
な
い
が
、
こ
の
場
合
に
は
相
続
を
放
棄
し
た
生
存
配
偶
者
は

剰
余
の
分
配
と
並
ん
で
遺
留
分
を
も
請
求
で
さ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
遺
留

分
が
増
加
さ
れ
な
い
相
続
分
に
し
た
が
っ
て
き
ま
る
こ
と
は
、
ご
噴
と
問
様

で
あ
る
。
生
存
聞
偶
者
が
被
相
続
人
と
の
契
約
で
、
彼
の
法
定
相
続
ま
た
は

遺
留
分
を
放
棄
し
た
と
き
は
遺
留
分
は
彼
に
帰
属
し
な
い
。
ハ
同
条
二
ニ
項
)
。

最
後
に
、
蹄
邦
議
会
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
規
定
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
そ
の
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
婚
姻
か
ら
生
じ
た
の
で
は

な
い
と
こ
ろ
の
、
死
亡
配
偶
者
の
相
続
権
あ
る
直
系
卑
属
ー
ー
し
た
が
っ
て

例
え
ば
前
婚
か
ら
生
れ
た
死
亡
配
偶
者
の
子
供
達
、
死
亡
し
た
棄
の
私
生
児

等
ー
ー
に
、
生
存
し
て
い
る
継
親
は
、
必
要
な
範
囲
で
必
要
な
場
合
に
、
相

当
な
養
育
の
た
め
の
手
段
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
存
配
偶
者
の

一
一
損
に
よ
っ
て
増
加
さ
れ
た
相
統
分
か
ら
の
み
な
さ
れ
る
べ

こ
の
負
担
は
、

ぎ
で
あ
る
。
(
同
条
・
四
項
)

Q
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争、

ユ

西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

川
た
と
え
ば
遺
留
分
権
が
債
権
と
し
て
構
成
き
れ
た
の
は
、

B
G
B
の

立
法
者
連
が
金
銭
価
値
は
不
動
だ
と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
過
去

四
十
年
間
巻
ふ
り
返
っ
て
、
そ
の
金
銭
価
値
変
動
が
現
実
に
生
じ
う
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
死
亡
に
よ
る
清
算
を
、
相
続
分
を

増
加
す
る
す
な
わ
ち
物
権
上
の
持
分
に
関
与
さ
せ
る
乙
と
に
よ
り
解
決

す
る
の
は
妥
当
だ
と
解
す
る
。
毛
色
M
Y

一司胆

g
別
N
間
由
ふ
・
5
h
F
l
H
伺町・

ま
た
、
死
亡
に
よ
る
婚
姻
の
解
消
の
際
に
は
生
存
配
偶
者
と
子
供
の

聞
で
剰
余
の
確
定
ハ
乙
れ
は
当
初
財
産
や
終
末
財
産
な
ど
の
評
価
を
め

ャ
っ
て
困
難
を
生
じ
る
)
に
関
し
て
争
い
に
な
る
の
は
不
愉
快
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
生
存
配
偶
者
は
剰
余
請
求
権
を
放
棄
す
る
で
あ

ろ
う
し
、
子
供
が
未
成
年
の
と
き
は
分
配
は
延
期
さ
れ
る
か
、
後
見
人

が
関
与
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
離
婚
の
場
合
と
は
事
情
が
異
な
る

と
い
う
点
を
指
摘
す
る
の
は
盟
国
W
少
民
同
}
剛
w
m
4・∞
-
m
g・

倒
例
え
ば
ボ
ッ
シ
ュ
は
、
「
一
三
七
一
条
が
こ
の
よ
う
な
場
所
に
排
列
さ

れ
た
ζ

と
は
、
財
産
法
的
・
相
続
法
的
な
ζ

の
規
定
の
資
格
に
関
す
る

問
題
を
暗
示
す
る
。
」
と
い
う
だ
け
だ
が
、
商

gロ
F
即
・
担
-
。
・
伊
同
由
m・)

巧
島
】
は
、
体
系
的
に
は
家
族
法
委
員
会
の
解
決
に
は
疑
念
も
存
在
し

よ
う
。
け
だ
し
財
産
法
上
の
問
題
が
相
続
法
と
混
靖
し
て
い
る
か
ら
。

し
か
し
、
一
一
つ
の
領
域
を
分
け
る
と
と
は
歴
史
的
な
発
展
の
後
世
的
産

物
な
の
で
あ
る
と
い
い
、
ド
イ
ツ
の
慣
習
に
お
い
て
夫
婦
財
産
制
の
相

続
法
上
の
効
果
が
存
在
し
た
こ
と
や
、

B
G
B
の
所
得
共
同
制
・
動
産

共
同
制
に
お
い
て
は
、
こ
法
領
域
の
分
離
に
も
拘
わ
ら
ず
、
夫
婦
財
産

制
と
相
続
法
の
閣
の
切
断
は
必
ず
し
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
と
を
挙
げ

る
。
そ
し
て
夫
婦
財
産
制
と
相
続
法
は
古
来
か
ら
最
も
緊
密
な
関
係
に

〆

il:. 

立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
と
を
指
摘
す
る
。
当

S
Y世
-
P
。
・
戸

H
8・

同
た
と
え
ば
可
申
立
P
司
自
国
別
N
白

4
・切・
4
0

序
回
司
品
P
司
自
信
仰
N

2
・
ω・
∞
宮
向
山
窓
口
口
S
E
h
d吋
冊
目

grzw-『

N
朗
4

・
m-
由∞町内吋・

的

出

口

w
p
冨
U
H
w
m
4・
m
-
m
4
4・

副

司

zgu
目
・
白
・
。
・
∞

-
S∞
・
沼
市
司
N
V
田口
Z
P
K
Fロ
匂
民
自
-
m
e
M
a
f

刷

出

ロ
W
0
・
P
凹・。・∞・町、吋∞・

M
W

閃
O

田ロ
F
田・白・

0
・∞

-
H
S・

担
保
の
提
供
・
第
三
者
に
対
す
る
権
利

各
配
偶
者
の
管
理
権
は
原
則
と
し
て
独
立
だ
か
ら
、
後
は
他
方
の
臨
偶
者

(5) 

の
将
来
の
分
配
請
求
権
を
危
う
く
す
る
よ
う
な
処
分
も
で
き
る
わ
け
で
あ

る
。
他
方
の
配
偶
者
は
一
三
七
五
条
・
二
四
世
(
終
末
財
産
へ
の
加
算
)
お
よ

び
剰
余
の
事
前
の
分
配
を
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
が
、
充
分
と
は

、
-
:
、
a

し
み
2
u
L

そ
こ
勺
法
は
、
分
配
請
求
権
が
生
じ
て
い
な
い
と
長
で
も
担
保
の
提
供
を

要
求
で
き
る
も
の
と
し
た
。
(
一
コ
一
八
九
条
)
。
し
か
し
、
将
来
の
請
求
権
の

た
め
に
い
つ
で
も
担
保
の
提
供
を
要
求
し
う
る
と
す
れ
ば
、
夫
婦
の
平
和
は

危
う
く
き
れ
、
当
該
醗
偶
考
の
経
済
的
活
動
は
侵
害
さ
れ
る
か
ら
、
剰
余
の

事
前
の
分
配
・
離
婚
の
訴
が
提
起
さ
れ
た
と
夫
、
さ
ら
に
他
方
の
酎
偶
者
の

行
為
に
よ
り
将
来
の
剰
余
の
分
配
が
危
倶
さ
れ
る
と
き
に
限
る
。
担
保
の
提

供
の
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
間
偶
者
に
仮
差
押
ま
た
は
仮
処
分
に
よ
る

緊
急
の
保
全
処
分
を
す
る
権
能
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。

一~一司噌相・咽
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資

ま
た
、
一
方
の
配
偶
者
が
他
方
に
損
害
を
与
え
る
意
図
で
第
三
者
に
無
償

の
出
掃
を
し
た
た
め
、
分
間
請
求
権
が
存
在
し
な
い
場
合
、
損
害
を
蒙
っ
た

臨
偶
者
は
第
三
者
か
ら
受
領
し
た
も
の
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
(
一
三
九
O
条
一
項
前
段
)
。
第
三
者
は
、
金
銭
の
支
払
い
に
よ
り
返

還
を
免
れ
石
と
と
が
で
争
る
。
(
同
項
後
段
)
。

矧
請
求
権
の
時
効

分
間
請
求
権
は
、
国
偶
者
が
財
産
制
の
終
了
を
知
っ
た
時
か
ら
三
年
で
時

効
消
滅
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
を
知
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
財
産
制
の

終
了
の
の
ち
お
そ
く
と
も
三
十
年
モ
時
効
消
拙
慨
す
る

Q

財
産
制
が
酎
偶
者
の

死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
と
き
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
消
滅
時
効
に
関
す
る
民

V 
L 

法
ご
=
一
三
三
条
が
適
用
さ
れ
る
。

ハ
一
三
七
八
条
・
四
項
)
。

回

問

題

点

以
上
か
ら
西
ド
イ
ツ
の
あ
た
ら
し
い
夫
婦
法
定
財
産
制
の
り
ん
か
く
が
ほ

ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
実
に
項
を
あ
ら
た
め
て
、
前
に
説
明
を
留
保

し
て
お
い
た
館
所
を
問
題
点
と
し
て
ま
と
め
る
と
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
日

本
の
法
律
上
も
興
味
あ
る
問
題
だ
か
ら
セ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
取

上
げ
た
た
め
に
、
取
上
げ
方
や
説
明
の
重
点
が
、
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
で
の
論

議
の
忠
実
な
反
映
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
ド
イ
ツ
勺

の
論
議
の
一
様
度
を
そ
れ
ぞ
れ
の
衛
所
で
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

〆

(→ 
分
配
請
求
権

法
的
性
質

官-
こ
の
問
題
は
、
所
得
共
同
制
を
主
張
す
る
立
場
と
別
産
制
を
基
調
に
す
ぺ

し
と
す
る
立
場
と
の
論
議
と
結
び
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
で
は
か
な
り
争
わ
れ
た

問
題
で
あ
る
。
も
と
も
と
一
方
の
配
偶
者
の
財
産
に
お
け
る
他
方
の
配
偶
者

の
関
与
に
つ
い
て
の
規
定
の
仕
方
は
一
一
通
り
あ
る
。
第
一
は
物
権
法
上
の
持

分
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
分
配
に
対
す
る
た
ん
な
る
債
務
法

上
の
請
求
権
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

前
者
を
支
持
す
る
立
場
は
所
得
共
同
制
と
結
び
つ
ぎ
、
夫
婦
の
所
得
財
産

の
一
体
性
を
主
張
ロ
v

単
な
る
債
権
と
し
て
で
は
な
く
直
接
に
財
産
に
関
与

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
に
棄
の
保
護
は
達
成
さ
れ
る
の
だ
と
説
け
い

こ
れ
に
対
し
て
後
者
を
支
持
す
る
立
場
は
、
な
る
ほ
ど
物
権
上
の
権
利
を

与
え
な
い
こ
と
は
弱
点
で
は
あ
る
が
、
所
得
共
同
制
を
採
っ
た
と
し
て
も
、

夫
が
合
有
財
産
を
処
分
し
た
と
き
に
妻
が
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
か
ら
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
は
v

或
い
は
離
婚
の
場
合
に
は
継
続
期
聞
は

長
く
な
い
か
ら
金
銭
価
値
の
変
動
は
危
険
で
な
い
、
と
い
う
理
由
で
金
銭
債

権
に
賛
成
し
て
い
が
が

「
貨
幣
経
済
の
円
滑
や
便
宜

同
権
法
は
後
者
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

を
目
指
す
経
済
組
離
の
要
請
に
、
物
梅
的
な
効
果
を
伴
な
う
剰
余
共
同
制
一
は

適
さ
な
い
。
」
と
い
う
理
由
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。
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4 

宅

hr
こ
の
請
求
権
は
金
銭
に
対
し
て
請
求
で
き
る
の
み
か
、
或
い
は
物
そ
の
も

の
に
対
し
て
も
溝
求
で
き
る
の
か
。
こ
の
点
に
り
い
て
は
金
銭
債
権
で
あ
る

♂
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
実
務
家
も
理
論
家
も
一
致
し
て
い
お
v

但
し
特
別
の

場
合
に
現
物
に
よ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。

西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

仙
た
と
え
ば
ス
エ

l
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
法
は
前
者
で
あ
り
ス
イ
ス

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
の
草
案
が
後
者
で
あ
っ
た
乙
と
は
前
述
し
た

と
と
く
で
あ
る
。
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岡
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(2) 

分

配

問
機
法
一
=
一
七
八
条
・
一
頃
に
よ
れ
ば
、
剰
余
の
一
一
分
の
一
に
対
す
る
分

間
請
求
権
が
法
律
上
当
然
に
聞
偶
者
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
夫
婦
共
同

生
活
体
の
経
済
的
領
域
に
お
い
て
も
基
本
法
上
の
男
女
同
様
が
確
立
さ
れ
た

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
従
来
、
離
婚
の
際
に
は
不
確
定
な
扶
養

請
求
権
の
み
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
の
主
婦
は
、
今
後
は
、
彼

女
が
家
事
に
お
け
る
め
き
に
よ
っ
て
夫
の
収
入
の
基
礎
を
き
ず
い
た
こ
と
に

よ
り
、
夫
の
下
に
あ
る
所
得
に
平
等
に
参
与
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
分
配
請
求
権
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
夫
婦
財
産
制
の
体
系

の
中
に
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
夫
婦
財
産
の
清
算
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

次
に
剰
余
の
一
定
額
に
つ
き
、
劃
一
的
に
法
律
上
の
請
求
権
を
生
ぜ
し
め

る
こ
と
に
し
た
根
拠
を
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
訴
訟
に
お
い
て
裁
制
官
の
裁
量

に
基
づ
い
て
確
定
さ
れ
る
よ
う
な
分
け
前
を
与
え
る
こ
と
は
、
訴
訟
の
源
と

な
り
、
法
的
安
全
性
を
害
し
、
裁
判
官
を
し
て
殆
ん
ど
解
決
不
能
の
問
題
の

前
に
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
、
主
と
し
て
ス
イ
ス
民
法
に

な
ら
っ
た
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
お
レ
同
権
法
成
立
後
も
、
こ
の
立
場
は
支
持

を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
婚
姻
の
継
続
・
寄
与
し
た
範
囲
・
利
得
獲
得
の
た
め
の

配
偶
者
の
共
的
な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
、
裁
判
官
に
裁

量
権
を
与
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
学
者
や
草
案
も
あ
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
離
婚
の
際
の
財
産
分
与
の
額
は
、
一
切
裁

判
官
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

(3) (2) (1) 

冨
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∞
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∞
∞
』
ロ
江
田
窓
口
付
F
M
H
w
m
w
-

含・

冨
匝
回
同
一
色

-
o
n
u
g
z
o
d
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胆
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n
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M戸
申
由
・
き
ら

κ彼
は
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料

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
(
裁
判
官
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
と
)
ど
ん
な
弁

護
士
色
、
裁
判
宮
が
分
配
請
求
権
を
確
定
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
ま

た
ど
の
位
の
金
額
に
き
め
て
く
れ
る
か
、
確
実
に
い
う
乙
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
訴
訟
は
ふ
え
、
ど
の
離
婚
訴
訟
に
色
乙
の
分
配
請
求
訴

訟
が
附
随
す
る
乙
と
に
な
ろ
う
。
」
す
で
に
ウ
ル
マ
ー
も
、
「
裁
判
官
に

よ
っ
て
分
配
の
鯨
決
を
決
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ

ま
り
に
も
不
確
か
さ
と
争
い
を
伴
な
う
か
ら
。
」
と
い
っ
て
い
た
。

2
5
2・胆
-
m
w
・。
-m-
ぉ・

川
町
た
と
え
ば
フ
ィ
ン
ケ
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
剰
余
の
分
配
が
行
わ
れ
る

乙
と
が
で
き
る
よ
う
な
準
則
を
法
に
お
い
て
確
立
し
て
お
き
、
裁
判
所

の
関
与
が
な
く
て
も
夫
婦
が
事
を
成
就
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う

と
と
が
む
し
ろ
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。
盟
国
宮
・
足
り
河
町
4
・∞
-mH由・

刷
項
目
s
a
N
O
S
E
-
8
E
H
m
-
B
H
肖・白日
4

同
・
(
冨
色

F
F
F
白・

胆-。・

ω・
8
)
u
m句
匂
回
旦
巧
回
忌
帥
由
・
自
も
裁
判
官
に
裁
量
権
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
句
。
-
Z
も
と
れ
に
賛
成
す
る

o
u
o
H
Z
匂

F
B

伺

N
R伊
N

ヨ
1
8∞・

資

弐
に
A
U
国
額
を
剰
余
の
二
分
の
一
に
し
た
い
き
さ
つ
を
み
よ
う
。
最
初
、
政

府
草
案
は
、
よ
り
多
い
剰
余
を
え
た
配
偶
者
|
|
通
常
は
夫
で
あ
ろ
う
|
|

は
剰
余
の
四
分
の
一
を
先
に
取
り
、
残
り
を
二
等
分
す
べ
き
こ
と
に
し
て
い

た
。
ハ
政
府
草
案
・
ご
ニ
八
六
条
・
一
項
)
。
そ
の
根
拠
は
弐
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
別
産
制
に
お
い
て
は
、
各
配
偶
者
は
万
一
起
る
か
も
知
れ
な
い
損

失
は
単
独
で
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
額
の
剰
余
を
え
た
配
偶
者
は
こ

J 

の
危
険
を
負
担
し
た
。
と
こ
ろ
が
危
険
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
他
方
の
間
偶

者
は
、
所
得
に
対
し
て
だ
け
は
ご
分
の
一
ま
で
分
配
に
あ
ず
か
る
。
故
に
、

危
険
を
負
担
し
た
前
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
万
法
で
損
失
の
危
険
を
補
償
す

る
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
四
分
の
一
を
先
取
分
と
し
て
与
え
る

ハ
1
J〉

の
日
に
あ
る
、
と
。
ま
た
、
ス
イ
ス
民
法
が
、
剰
余
に
相
当
す
る

4
2
2
E
F
m一

円。a
，v

の
三
分
の
一
を
棄
に
与
え
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
剰
余
の
分
配
を
一
一
分
の
一
と
き
ど
め
て
夫
の
所
得
獲
得
の
た
め

の
め
き
と
妻
の
家
事
労
仇
と
を
同
等
に
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

そ
こ
に
は
婚
姻
の
倫
理
的
(
由

F
Eロ
立
な
性
質
に
対
す
る
考
慮
が
多
く
入
っ

て
来
る
こ
と
に
な
る

Q

夫
婦
財
産
の
清
算
と
い
う
純
粋
に
経
済
的
な
側
面
に

お
け
る
解
決
に
、
か
か
る
倫
理
的
な
凡
解
を
持
ち
込
む
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
剰
余
の
分
配
に
当
つ
て
は
、
純
粋
に
経
済
的
に
見
て
価
値
の

多
い
所
得
獲
得
活
動
を
し
た
者
に
対
し
て
、
四
分
の
一
の
先
取
分
を
も
っ
て

酬
い
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
q
婚
姻
に
お
い
て
も
封
女
の
問
権
は
劃
一
的
な

平
等
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
一
勺
と
説
明
し
て
い
た
。

し
か
し
、
世
論
は
、
こ
の
先
取
分
に
対
し
て
は
必
ず
し
も
賛
成
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
ア
レ
プ
ラ
ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
.
か
ら
も
う
か

(
4
V
 

が
え
る
。
学
者
の
中
に
は
最
初
か
ら
ご
等
分
を
主
張
す
る
者
が
あ
り
、
政
府

門

5
ぜ

以
外
の
草
案
に
も
同
趣
旨
の
も
の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ウ
ル
マ
ー
は
、
ご

等
分
す
る
こ
と
は
す
べ
て
の
夫
婦
に
同
じ
よ
う
に
妥
当
だ
と
は
い
え
な
い
に

ト
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し
て
一
勺
大
多
数
の
夫
賊
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い

M
v
法
定
財
産

制
を
つ
く
る
に
当
つ
て
は
大
多
数
の
も
の
か
ら
出
発
す
べ
き
で
、
異
な
っ
た

特
別
の
場
合
に
は
夫
婦
財
康
契
約
が
な
さ
れ
る
べ
き
ど
と
い
っ
て
い
た
。

そ
し
て
聯
邦
議
会
の
委
員
会
の
審
議
の
す
え
、
こ
の
四
分
の
一
の
先
取
分

は
除
か
れ
、
議
会
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
結
局
、
婚
姻
に
お
け
る
所

得
と
い
う
も
の
は
、
一
元
来
、
他
の
目
的
に
向
け
ら
れ
た
共
同
関
係
の
随
伴
現

象
に
す
ぎ
な
い
。
各
々
の
人
格
を
包
接
す
る
生
活
・
運
命
共
同
体
の
解
消
に

際
し
て
、
各
配
偶
者
の
な
し
た
寄
与
を
個
々
的
に
あ
と
か
ら
計
算
す
る
こ
と

は
妥
当
で
な
川
v

と
す
る
見
解
に
よ
る
。

西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
剰
余
の
分
配
額
が
二
分
の
一
と
さ
だ

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
財
産
分
与
の
額
を
決
定
す
る
上

に
お
い
て
、
何
ら
か
の
参
考
と
な
る
の
勺
は
あ
る
ま
い
か
。

川
区
邑
向
。
口
市
司
切
り

E
Z
2
0
司
富
岡
山
戸
時

g
g
n
v
F
m
-
H
N目・

間
口
。
ロ
少
司
田
B
別

N
E
-
∞-
M
O
U

・

同

U
Cロ
9
m
r
胆・。・

m
g
N
G
∞・

川
開
彼
は
、
独
自
の
労
働
所
得
共
同
制
な
る
も
の
を
提
案
し
て
世
論
K
問

う
た
の
だ
が
、
彼
の
剰
余
共
同
制
に
対
す
る
批
判
は
、
主
と
し
て
と
の

先
取
分
に
向
け
ら
れ
た
。
彼
は
乙
の
先
取
分
を
認
め
る
こ
と
は
妻
の
消

費
活
動
に
不
利
益
を
与
え
る
も
の
だ
と
し
、
労
働
所
得
の
等
分
を
主
張

し
た
。
そ
し
て
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
彼
に
有
利
で
あ
っ
た
乙
と

は
、
世
論
、
と
く
に
労
働
、
者
階
級
が
、
剰
余
共
同
制
な
か
ん
づ
く
こ
の

、

唱え

四
分
の
一
の
先
取
分
を
支
持
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
o

kr白
吋
同
日
N
.

∞
斗
∞
埼
・

日

C
H
B由
F
B
I『
ロ
江
田

gugm-
一
伊
良
心
∞
HVU
回
ロ
仲
肴
回
見
聞
・
由
・

(
O
B
ロ0
・
p

p
。・

ω
-
M
G
4
・)

ω
「
よ
い
地
位
に
あ
る
夫
婦
に
お
い
て
は
|
|
実
業
家
・
成
功
し
た
医

師
・
弁
護
士
・
芸
術
家
・
そ
の
他
の
夫
婦
に
お
い
て
は
|
|
棄
は
働
く

こ
と
か
ら
免
れ
た
生
活
状
態
に
あ
っ
て
彼
女
自
身
は
周
じ
価
の
寄
与
を

し
な
い
で
、
夫
が
収
入
を
得
て
く
る
と
い
う
利
益
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
。
」

d
-円

US--
国
-
凹
・
。
・

ω・
酔
h
W
6

的
「
.
し
か
し
、
二
等
分
に
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
小
さ
な
家
を
建
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
夫
が
貯
め
て
お
く
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
衰

の
つ
つ
ま
し
い
経
済
的
な
働
き
ゃ
、
彼
女
の
日
々
の
配
慮
や
助
力
に
負

う
の
で
あ
る
と
と
ろ
の
あ
の
大
多
数
の
夫
婦
に
は
安
当
な
乙
と
で
あ
ろ

う
。
」

d
-
5
2
J
P・
開
・
。
-m-hH∞・

刷

認

巴

-st可
可
冊
目
由
民
色
白
"
匂

N
目
4

・
ω・∞∞
D
i
s
c
-
な
お
分
配
請
求
の
と

き
に
、
剰
余
を
う
る
と
き
の
能
力
(
た
と
え
ば
発
明
家
・
大
商
人
)
を

も
顧
慮
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
け
だ
し
、
夫
が
有
能
で
あ
れ
ば
あ

る
ピ
け
妻
に
は
そ
れ
に
応
じ
て
高
い
要
求
が
存
在
す
る
の
だ
し
、
し
か

も
大
体
、
有
能
な
者
自
身
、
他
万
の
配
偶
者
を
自
分
の
適
当
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
見
た
の
で
ゐ
っ
た
の
に
、
今
や
自
分
の
す
円
、
れ
た
有
飽
き

や
幸
運
を
争
い
の
場
に
持
ち
込
む
の
は
意
味
が
な
い
、
と
す
る
見
解
も

あ
る
o

関
F
Z
F
O
M可
申
ロ
吋
胆
包
卯
N
明
4
・∞
-

M

∞A
F

・

h
F
H
冊
一
ぴ
吋
世
田
島

w
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回
分
毘
僧
家
権
と
離
婚
後
の
挟
獲
量
聞
求
精

同
権
法
は
、
婚
姻
法
の
離
婚
後
の
扶
養
に
関
す
る
五
八
条
・
五
九
条
の
規

定
を
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
て
、
の
ち
に
あ
ら
た
な
規
定
を
す
る
こ
と
を
留
保

資

し
た
か
ら
、
今
の
と
ζ

ろ
ー
は
問
権
法
に
よ
る
剰
余
の
分
間
請
求
権
と
、
婚
姻

法
に
よ
る
扶
養
請
求
権
と
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
両
者
の
関
係

特
に
剰
余
の
分
闘
が
扶
養
請
求
権
に
与
え
る
影
響
が
問
題
に
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
離
婚
後
の
扶
養
は
婚
姻
継
続
中
に
お

け
る
扶
養
義
務
の
残
映
効
果
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
お
v

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ

は
有
責
即
偶
者
か
過
失
な
き
配
偶
者
に
対
し
て
な
す
も
の
で
あ
る
せ
よ
、
両

者
の
財
産
関
係
に
依
存
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
剰
余
の
分
配
が
行
わ
れ
る
と
、
今
分
配
金
額
を
受
け
取
っ
た
配
偶
者

|
|
一
般
に
は
妻
ー
ー
が
そ
れ
に
よ
っ
て
営
業
を
始
め
、
あ
る
い
は
そ
の
よ

う
な
も
の
に
従
事
し
、
ま
た
は
他
の
方
法
に
よ
っ
て
有
利
に
投
資
す
る
と
い

'
う
状
態
に
な
っ
た
と
き
は
も
は
や
扶
養
を
必
」
要
と
し
な
い
も
の
と
い
え
よ

ぅ
。
他
方
、
剰
余
を
分
配
し
た
国
偶
者
|
|
一
般
に
は
夫
|
|
の
給
付
能
力

は
、
分
配
に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
も
あ
石
う
。

ゆ
え
に
双
方
の
財
産
状
態
に
依
存
す
る
扶
養
請
求
権
の
問
題
は
、
剰
余
の

分
配
に
よ
り
か
な
り
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
ぎ

る
。
し
か
し
そ
の
程
度
に
関
し
て
は
法
に
規
湾
か
な
い
の
だ
か
ら
、
個
々
の

場
合
に
問
題
と
な
る
事
情
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
、
裁
判
所
に
課
せ

0/ 
J 

L 

ら
れ
た
任
務
で
あ
る
。
他
方
、
離
婚
配
偶
者
は
自
分
で
独
立
し
、
扶
養
を
必

要
と
し
な
く
な
る
よ
う
に
受
け
取
っ
た
も
の
を
最
蓄
を
つ
く
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
、
高
額

の
分
配
を
え
た
と
き
に
問
題
に
な
る
こ
と
で
は
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ω
と
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
た
の
は
、
同
り

gro-
嵐
U
初
句
吋

-m-

S
H
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
本
文
に
紹
介
し
た
と
と
ろ
は
彼
の
見
解
に

よ
る
。
離
婚
給
付
と
扶
養
と
の
関
係
は
日
本
K
お
い
て
は
興
味
の
あ
る

と
こ
ろ
な
の
で
取
上
げ
た
。

側
宮
崎
・
新
婚
姻
法
一
八
四
頁

Q

(三)

分
配
購
求
権
と
離
婚
の
際
の
有
責

離
婚
に
際
し
、
剰
余
に
対
す
る
分
配
請
求
権
は
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
が

一
一
一
一
八
一
条
は
、
著
し
い
不
公
平
が
生
ず
る
と
き
に
は
、
債
務
者
は
剰
余
の

分
配
を
担
絶
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
離
婚
に
つ
い
て
有
費
で

あ
る
分
配
請
求
権
者
に
対
し
、
こ
の
条
文
を
根
拠
に
し
て
分
鹿
債
務
を
握
絶

し
う
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

政
府
草
案
は
、
離
婚
に
つ
い
て
ひ
と
り
有
責
と
宣
言
さ
れ
た
場
合
に
は
、

こ
れ
を
顧
慮
す
べ
き
旨
の
規
定
を
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
離
婚
の
際
の
有

責
と
分
配
請
求
権
の
喪
失
と
は
同
一
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
根
拠
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
剰
余
分
配
請
求
権
は
、
一
方
の
配
偶
者
が
他
方
の
阻

} 
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偶
者
個
人
の
下
に
坐
じ
た
所
得
に
寄
与
し
た
と
と
の
た
め
に
の
み
認
め
ら
れ

k

た
の
で
は
な
い
9

そ
れ
は

l
i婚
姻
共
肉
体
の
結
果
と
し
て
|
|
婚
姻
の
解

消
に
当
り
一
方
の
酎
偶
者
の
将
来
を
保
障
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
か
か
る
保
障
は
、
配
偶
者
が
婚
姻
に
基
づ
く
義
務
を
重
大
な
方
法
で

侵
じ
た
と
き
は
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方
の
国
偶
者
は
、
こ
の
よ
う
な
と
さ
は

婚
姻
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
剰
余
の
分

配
は
経
済
的
に
ひ
ど
く
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
こ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
配
偶
者
は
婚
姻
に
反
す
る
事
態
を
た
め
ら
わ
ず
に
続
け
て
行
け
る

か
ら
、
と
い
う
、
も
の
で
あ
っ
た
。

戸西ドイツにおける新法定夫婦財産制について

し
か
し
、
そ
の
規
定
の
除
か
れ
た
現
在
で
は
、
分
配
請
求
権
の
喪
失
と
離

婚
の
場
合
の
有
責
と
を
、
切
り
離
し
て
解
す
る
の
が
一
般
で
あ
れ
ω

要
す
る

に
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
剰
余
の
分
配
が
認
め
ら
れ
た
根
本
思
想
に
も

ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
と
こ
ろ
で
有
責

配
偶
者
に
も
剰
余
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
法
政
策
的
な
見
地
か

/
ら
非
難
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
い
わ
ば
離
婚
プ
レ
ミ
ア
ム
を

認
め
た
こ
と
に
な
り
、
有
責
配
偶
者
を
不
道
徳
に
儲
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

か
ら
。
し
か
し
法
が
そ
の
分
配
を
認
め
た
の
は
、
両
配
偶
者
が
同
様
に
所
得

に
関
与
し
た
か
ら
勺
、
こ
の
と
き
の
協
力
は
婚
姻
上
の
過
誤
に
よ
っ
て
は
お

か
さ
れ
な
い
と
す
る
。

つ
ぎ
に
、
剰
余
の
分
配
は
分
配
債
務
者
に
経
済
的
に
損
害
を
与
え
る
か
ら

《

彼
は
離
婚
の
訴
を
提
起
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
異
議
に
対
し
て
は
7

そ

の
場
合
に
「
損
害
」
の
下
で
分
配
部
分
が
理
解
さ
れ
て
い
る
な
ら
そ
れ
は
不

都
合
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
請
求
権
は
「
当
然
」
な
の
で
あ
り
、
他
方
に

と
っ
て
損
害
と
し
て
み
な
さ
れ
る
べ
き
す
じ
あ
い
の
も
の
で
な
い
か
ら
、
と

い
う
。但

し
離
婚
の
際
の
有
責
を
考
慮
す
る
婚
姻
法
の
離
婚
後
の
扶
養
に
関
す
る

規
定
が
存
続
す
る
の
で
、
分
配
請
求
権
者
が
有
責
で
あ
り
、
債
務
者
が
残
額

で
は
生
活
を
維
持
で
き
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
分
配
請
求
権
と
扶
養
請
求

権
と
は
相
殺
さ
れ
う
る
。

ま
た
婚
姻
上
の
過
誤
に
よ
り
経
済
的
な
損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
損
害
賠

償
と
し
て
剰
余
分
配
請
求
権
に
加
算
し
、
あ
る
い
は
差
し
引
く
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
離
婚
罰
で
は
な
く
、
損
害
の
補
償
が
問
題
と
な
る
か
ら

だ
と
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
し
か
し
、
配
偶
者
の
過
誤
が
と
り
わ
け
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
と
き

た
と
え
ば
殺
人
・
殺
人
未
遂
な
ど
を
犯
し
た
と
き
は
、
分
配
請
求
権
は
一
部

ま
た
は
全
部
剥
奪
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
生
命
を
お

び
や
か
す
こ
と
の
他
に
も
、
故
意
の
虐
待
・
重
罪
・
比
較
的
重
い
故
意
の
軽

罪
な
ど
も
剥
奪
原
因
を
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
留
分
剥
奪
の
た
め
の
規

定
な
ど
が
類
推
さ
れ
る
べ
き
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
離
婚
の
際
に
配
偶
者
の
有
責
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
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婚
姻
が
倫
理
的
・
情
緒
的
・
感
情
的
結
合
体
で
あ
る
以
上
、
ま
ぬ
が
れ
が
た

い
こ
と
だ
と
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
反
対
に
こ
れ
を
無
視
す
べ
き
ど
と
す
る

見
解
も
あ
い
匂
こ
の
点
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
見
解
は
、
わ
が
民
法
上
も
参

考
に
価
ナ
ノ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

資

ω
政
府
草
案
一
三
九
一
条
・
三
項
匡
色
同
冊
目

r
n
u
g
Z
2由
司
自
民
・

回一冊ロ吋由
nvグ∞・
H
帥
0
・

悶

罵

P
R。
-
Z
F
白
・
白
・
。
・
∞

-
H
2・

同
す
で
に
ウ
ル
マ

l
は
、
剰
余
請
求
権
は
全
部
ま
た
は
一
部
分
剥
奪
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
こ
の
喪
失
原
因
た
る
有
責
は
離
婚
に
お

け
る
有
責
と
は
同
義
で
は
な
い
と
い
い
、
た
と
え
ば
若
し
も
妻
が
彼
女

の
も
の
を
家
計
に
寄
与
し
、
し
か
し
結
局
姦
通
罪
の
た
め
に
離
婚
さ
れ

た
と
き
に
も
、
彼
女
に
は
剰
余
請
求
権
が
存
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
っ
て
い
た
。

c
-
E
2・
毘
旬
己
民

a
s
H
E
m
-
m
-
R
-
同
趣
旨
の
も

の
と
し
て
、
出
血
吋

Nσ
宮町
wmwppn】VHma・
m-MNU
】出冊目白日】⑦可。
F
『削

WHu

mN
明
4
・∞

-MF

的
民
曲
目
ぴ
脚
色
6
p
p
匝
・
。
-
m・
M
M
U
E曲
目
昆
お
百
戸
田
・
田

-
p・
m-

腿
∞
i
M
∞品・

間

関

-mgE可
申
♂
悶
・
白
・
。
・
∞
・
お
品
・

刷
出
口
宮
三
宮
ロ
別

a・
m
-
B
H
U
E
o
g
v
a
2・
世
・
胆
・
。
片
山
・
日
白
鳥
・

的
関
宮
山
田
町
岡
市
宮
F

F・胆・。・

ω・
ぉ
h
・

刷

出

Z
N
g
o
v
R
P
田
・
。
-mfN扇町一司
E
-
S
胆
・
由
・
。

-m・叩
HU山

Mnrzzu『

2
・担
-
P

。-m-
館恥・

問

冨

2
N
Eロ
Z
F
白
・
開
・
。

-m・
Mm-

附
宮
崎
・
新
婚
姻
法
・
一
九
五
頁
。

同
註
釈
誤
族
法
判
・
二
六
三
頁
。
註
解
親
族
法
・
二
一
五
賞
。
我
妻
・

新
親
族
法
の
解
説
・
法
律
時
報
・
一
九
巻
・
六
五
一
一
頁
。

む

び

ナ

以
上
に
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
あ
た
ら
し
く
成
立
し
た
夫
婦
財
産
制
を
考
察

し
て
ま
た
が
、
こ
の
制
度
は
、
比
較
法
的
な
見
地
か
ら
見
て
も
、
別
産
制
と

財
産
共
同
制
の
接
点
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
た
め
に
特
別
の
興
味
の
あ
る
と

〈

1
4

こ
ろ
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
成
立
の
意
義
は
高
く

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
わ
た
く
し
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
制
度
を
参
考
に
す
る
場
合
に

は
、
こ
の
制
度
を
支
え
て
い
る
西
ド
イ
ツ
の
社
会
的
・
経
済
的
な
背
景
に
対

す
る
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題

は
今
の
わ
た
く
し
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
た
だ
問
題
の
み
を
指
摘
す
る
と
、
第
一
に
、
こ
の
財
産
制
度
の
出
発

点
は
あ
く
ま
で
も
西
ド
イ
ツ
的
機
能
的
男
女
同
権
理
論
で
あ
り
、
女
性
の
天

職
は
家
庭
に
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
命
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
前
述
の
ボ
V

シ
ュ
や
ボ
ヱ

!
?
l
の
言
葉
か
ら
も
理
解
さ
れ
る

が
こ
れ
は
何
も
学
者
個
人
の
考
え
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
西
ド
イ
ツ
社

会
の
多
く
の
人
々
の
意
識
を
背
景
に
し
て
い
る
と
解
さ
丸
山
~
の
さ
め
る
。

~;"~ 
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第
一
一
に
、
慣
習
上
の
婦
人
の
地
位
と
い
う
も
の
は
き
わ
め
て
一
角
く
評
価
さ

れ
て
居
り
、
他
の
国
々
と
同
様
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
「
法
律
に
お
け

る
既
婚
婦
人
の
解
放
は
、
あ
る
距
離
を
保
ち
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
社
会
的

経
済
的
領
域
に
お
け
る
彼
女
の
解
放
に
従
っ
て
」
い
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ー

以
上
述
べ
た
事
情
が
、
日
本
に
お
い
て
す
べ
て
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
か
否

か
に
は
疑
問
が
あ
り
、
特
に
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
婦
人
の
社
会
的
・
経
済

商ドイツにおける新法定夫婦財産制について

的
領
域
に
お
け
る
解
放
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